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　一般社団法人 HAPS が令和４年度よりはじめた「公立美術館における障害者等による文化

芸術活動を促進させるためのコア人材形成を軸とした基盤づくり事業」の２年目となります。

非常にやりがいのある取り組みを継続できることを、代表として大変うれしく思っています。

HAPS は若手芸術家支援の団体として 2011 年に発足しました。ここでいう「若手」とはエス

タブリッシュされていないという意味であり、社会的な認知や商業的な成功を得られていない

アーティストたちのことでした。彼ら彼女らをサポートすべく居住・制作・発表の場づくり事

業として HAPS はこれまで様々な広い意味での表現者サポートをすること、あるいは表現自

体を擁護することに邁進してきました。決して狭い意味での現代美術的なるものではなく、シ

ステムからこぼれ落ちてしまうものをいかに丁寧に掬い取っていくのか。そのような試行錯誤

の日々が現在の HAPS をかたちづくってきたと言えます。

　この報告書で提示される、障害のある方の表現をめぐる美術館の諸問題は、これまでの

HAPS の方向性の延長線上にあると言えるかもしれません。作品とは、芸術とは、表現とは何

か、という問いが、そもそも人間とは何かという根源的な問いと響き合う。その響音の中に美

術館を置いてみる。そこにおいてさまざまな共有と協働が花開き、実を結ぶことを強く期待し

ています。

一般社団法人代表理事　遠藤水城
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　本報告書は上記事業のなかのリサーチ部門の報告書である。リサーチャーが８ヶ所の国公立

美術館を訪問し、担当者にインタビューしながら実施した質的調査のレポート集である。

　本事業全体の目的は、全国の（国立を含む）公立美術館における障害者等の文化芸術活動を

大きく推進させるために必要な人材を育成するとともに、モデルとなる美術館でのトライアル

事業の企画を行い、それら知見を全国の美術館関係者・利用者と共有することにある。この報

告集も多くの関係者に届くことを願っている。令和５年度には、リサーチ以外にカンファレンス、

パイロット〔モデル〕事業、未来の美術館構想講座、アーカイブというプログラムを実施した。

　障害者等の文化芸術活動の活性化については、さまざまなアプローチが可能であるが、私た

ちは多くの人を集めるイベント型の事業ではなく、美術館のあり方などを原点から問おうとす

る、ある意味で地味な取り組みを行なっている。本事業での実験的な取り組みや先鋭的な議論

が、やがて全国に行き渡ることを期待している。結果として、公立美術館が美術作品を鑑賞・

収蔵するだけではなく、障害等を含む多様な属性を持つ市民が美術館をより身近なものとして

利活用し、障害者等に関わる企画・展示・所蔵・アウト（＆イン）リーチが活発となって、共

生社会実現のための象徴空間になることをめざしている。

　この事業を計画する背景としては、我が国では福祉系の施設や民間のアートセクターによる

障害者等の芸術の発信が盛んであるのに比べて、公立美術館における取り組みが、世田谷美術

館や滋賀県立美術館といった幾つかの例を除いて、特に展覧会という側面ではあまり活発であ

るとはいえない状況がある。その要因としては学芸員の価値観・経験値の問題もさることなが

ら、美術館という組織のもつ構造的な問題もあるだろう。本事業は、それを草の根的、ボトム

アップ的な側面から働きかけようというものである。

　精神科医のプリンツホルンの『精神病者の芸術性』（1922）、デュビュッフェによるアール・

ブリュットのコレクション公開（1947）、ロジャー・カーディナルによるアウトサイダー・アー

トの命名（1972）などによって、欧米では社会の中で周縁化されたアーティストの表現が新

たな芸術領域として立ち上がり、美術館への収蔵も体系的に実施されている。しかし我が国

では 1960 年代から福祉施設などにおいて個別に取り組まれてきたが、公的な美術館での展示

は、20 世紀では「開館記念展　芸術と素朴」（1986 世田谷美術館）や「パラレル・ヴィジョン」

令和５年度障害者等による文化芸術活動推進事業

「公立美術館における障害者等による
文化芸術活動を促進させるための
コア人材形成を軸とした
基盤づくり事業」について

文：中川眞

展（1993 同）、「エイブル・アート ’99 このアートで元気になる」（1999 東京都美術館）など

数えられるほどである。また公立美術館での障害者による作品の所蔵は微々たるものである。

日本最大のコレクションは滋賀県立美術館の 731 件であるが、これは 2023 年に日本財団から

550 件の寄贈によって一気に拡大したのであり、民間のみずのき美術館（亀岡市）の２万点や

たんぽぽの家（奈良市）の数千点に比べると圧倒的に少ない。

　一方、国の制度「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」（2018、障害者文化芸術

推進法）や、アクセシビリティ改善に関しては追い風となる「合理的配慮」が事業所などにお

いて法的義務となる「改正障害者差別解消法」（2024）の施行など、制度的な位置づけが徐々

に整えられ、特に 2021 年の東京オリンピック・パラリンピックに際しては、スポーツととも

に文化芸術に大きな予算が投じられた。しかしそのレガシーが政策的に公立美術館に移譲され

たという状況にはなく、せっかくの機運や潮流が尻すぼみしてしまう懸念がある。

　以上のような問題意識のもと、リサーチャーは美術館にて調査をしてきたのであるが、企画

系よりも教育普及系のセクションにおいて工夫を凝らした取り組みが展開されているのが印

象的であった。館によっては規模、予算も異なることから、それに応じた内容になっているの

は当然である。

　また対象が障害者だけでなく、高齢者、子ども、外国人など、多岐に亘っている。目を凝ら

すと、美術館に来にくい人々が多くいるということなのである。

　また企画系と教育普及系は、どちらかというと別々に機能しているイメージがあるが、一例

を挙げれば、京都国立近代美術館における視覚障害者のアクセシビリティに関する長年の取り

組みが徐々に広がりをもち、令和５年の「チョウの軌跡――長谷川三郎のイリュージョン」と

いう展示へと結実したのは見事であった。企画と教育普及が断絶することなくうまく組み合わ

され、新たな協働へとつながっているのは興味深い。このような創造的で新しい動きに各館で

触れることができたのは、大きな歓びであった。

　最後になるが、昨年の報告集と今年の分を合わせて、今秋には単行本として出版の予定である。

私たちの感謝の徴として、丁寧に対応してくださった学芸員の方々と美術館に捧げたいと思う。
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　このリサーチは、文化庁と一般社団法人 HAPS が主催する「公立美術館における障害者等

による文化芸術活動を促進させるためのコア人材形成を軸とした基盤づくり事業」の一部門で

あり「公立美術館を中心に、障害者等の関わる文化芸術活動に関する質的な調査を行う。美術

館で実施される障害者等の関わる文化芸術活動の企画・運営にあたる有益な情報をまとめ、一

部を公開する」ことを目的としている。

　調査対象となる公立美術館の選定は、一般社団法人 HAPS による事前調査をもとに、調

査者の合議で決定した。各館の調査対象者は一部を除き、各館の代表連絡先に電話あるいは

メールにて当調査の主旨を説明し適任者の紹介をお願いした。調査においては、一般社団法人

HAPS より、調査者を含む１～２名が各館を訪問し、対面で約 90 分間インタビューを行った。

　公開する調査内容については、インタビューをもとに 5000 字程度のレポートにまとめた。

なおレポートにおける専門用語と範囲については以下の通りとした。

（1）「障害者等の芸術活動」については、障害者アート、障害者美術、アール・ブリュット、

アウトサイダーアート、エイブルアート等、日本語においてさまざまな「名づけ」がある。調

査全体で統一せずに、訪問インタビュー時の言葉を尊重しながら、各館と調整して用いる。

（2）「障害者」という言葉においても「障害がある人」「当事者」「目が見えない人」「視覚障害者」

「車椅子ユーザー」「発達障害」など、その状況や立場において様々な言い方がある。調査全

体で統一せずに、訪問インタビュー時の言葉を尊重しながら、各館と調整して用いる。

（3）従来は直接的に「障害者等の芸術活動」に関わるとされない「共生社会」や「社会包摂」

において対象範囲となる高齢者や外国人等に関わる取り組みは、アクセシビリティや表現の位

置づけ等において「障害者等の芸術活動」と課題を共有しうると考え、調査全体で統一した書

き方はしないが、インタビュー時の対話を尊重しながら、各館と調整し可能な限り記述する。

　また、【概要資料１】として概要一覧となる「2023 年度　調査館、調査日、調査者等一覧」、【概

要資料２】として調査時に各館に示した「「公立美術館における障害者等による文化芸術活動

を促進させるためのコア人材のコミュニティ形成を軸とした基盤づくり事業：リサーチ」にか

かる調査へのご協力のお願い」、【概要資料３】として「2023 年度文化庁調査事業リサーチ質

問概要（2023 年 9 月更新）」を、【概要資料４】として昨年令和 4 年度の訪問調査リストを以

下に添付する。

概要資料１

大阪公立大学特任教授

一般社団法人 HAPS 文化庁事業　監修

大阪人間科学大学非常勤講師

一般社団法人 HAPSコーディネータ／リサーチャー

国立国際美術館   2023 年 9月 21日（木） 　中川、中西

中川 眞

中西 美穂

京都市京セラ美術館  2023 年 10月 19日（木） 　中川、中西

京都国立近代美術館  2023 年 10月 20日（金） 　中川、中西

滋賀県立美術館   2023 年 10月 23日（月） 　中川、中西

八戸市美術館   2023 年 11月 8日（水） 　中川、中西

十和田市現代美術館  2023 年 11月 9日（木） 　中川、中西

一宮市三岸節子記念美術館  2023 年 11月 30日（木） 　中西

広島市現代美術館   2023 年 12月 1日（金） 　中川、中西

館名     訪問日    　調査者等

名前

2023年度　調査館、調査日、調査者等一覧

調査館名（訪問順）

調査者名（五十音順）

リサーチ概要
文：中西美穂
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概要資料２
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概要資料３ 概要資料４

令和４年度リサーチ

リサーチ 01 

リサーチ 02 

リサーチ 03 

リサーチ 04 

リサーチ 05 

リサーチ 06 

リサーチ 07 

リサーチ 08 

リサーチ 09

リサーチ 10 

リサーチ 11 

リサーチ 12 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

徳島県立近代美術館

三重県立美術館

福岡アジア美術館

福岡市美術館

兵庫県立美術館

茅ヶ崎市美術館

新潟市美術館

世田谷美術館

東京都美術館

金沢 21 世紀美術館

長野県立美術館

発行日

発行元

執筆

編集

アートディレクション、デザイン

リサーチチーム

2023 年 3 月 31 日

一般社団法人 HAPS

中西美穂、福島尚子、中川眞

中西美穂、藏原藍子

山本洋明

藏原藍子、中川眞、中西美穂、

福島尚子

令和４年度

障害者等による

文化芸術活動推進事業公立美術館における

障害者等による文化芸術活動を促進させるための

コア人材のコミュニティ形成を

軸とした基盤づくり事業：

リサーチ報告書
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リサーチ 13 ～20

レポート

文・構成：中西美穂

※文中の文字表記等は、各館との
合意を尊重しており、全体として
統一していない部分があります。
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国立
国際美術館

　都会の高層ビルの合間から大きな銀色の

羽のような構造体が見える。それが展示空

間を地下に広げる国立国際美術館の入り口

である。周辺には大阪市立科学館や大阪中

之島美術館をはじめ、文化施設が点在する。

同館主任研究員・教育普及室長の藤吉祐子

さん（注 13-1）（以降、藤吉さん）にお話

しをうかがった。

１．国立の美術館

　国立国際美術館は、1970 年に大阪で開催

された日本万国博覧会に際して建設された

万国博美術館を活用し、大阪府吹田市の万

博記念公園内に 1977 年に国内外の現代美

術を中心とした作品を収集・保管・展示し、

関連する調査及び事業を行うために開館し

た。施設の老朽化などの問題があり 2004年

に大阪市内の中之島西部地区に新築、移転。

同年 11 月の移転開館前 7 月に、同館初めて

の教育普及専任の研究員として藤吉さんは

着任した。以来 10 年近く一人で教育普及を

担当してきたが、2013 年度に教育普及専任

の研究補佐員１名、2020 年度に特定研究員

１名、2022 年度に任期付研究員１名と、教

育普及専任スタッフが増員し、2023 年度現

在、教育普及室長である藤吉さんも含め４

名の専任スタッフが教育普及を担当してい

る。同館全職員数は 35名（非常勤の職員を

含む）、うち学芸課に 21名が所属し、教育普

及担当が４名。全学芸課スタッフの５分の 1

住所

電話
ファックス
URL

大阪市北区中之島 4-2-55

〒 530-0005 

06-6447-4680

06-6447-4699

https://www.nmao.go.jp/
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弱が教育普及専任の体制といえる。

　同館の正式名称は、独立行政法人国立美

術館国立国際美術館。運営主体は独立行

政法人国立美術館法（平成十一年法律第

百七十七号、平成十三（2001）年一月六日

から施行）に基づく、独立行政法人国立美

術館である。その独立行政法人国立美術館

は、東京国立近代美術館、国立工芸館、京

都国立近代美術館、国立映画アーカイブ、

国立西洋美術館、国立国際美術館、国立新

美術館７館の運営と、2022 年度に発足した

国立アートリサーチセンターを有する、政

府が資本金を出資する法人である。８施設

のうち５館は東京都内にあり、３館はそれ

ぞれ金沢、京都、そして大阪のここ国立国

際美術館となる。同法人の教育普及に関す

る取り組みとしては、おおむね年に一回、

美術を専門とする５館が集まり教員、学芸

員や指導主事も対象とする研修会が行われ、

また 2022年度末に立ち上がった国立アート

リサーチセンターではラーニンググループ

が設置され特化した研究をすすめている。

2．手段によらない考え方からプログラムを

組み立てる

　藤吉さんは、各地の美術館で行われてい

た「視覚障害を持っている人を対象にした

鑑賞プログラム」や「視覚障害者向けの鑑

賞に限らないプログラム」などの情報を集

めたり、参加する中で、当時（2018 年くら

い）は、「触るか、触らないか」「対話するか、

しないか」と、どちらかの方法を選んで実

施する企画が多いように感じていた鑑賞プ

国立国際美術館

ログラムにおいては「どのような作品を見

るか」「どういう目的でするか」によって方

法も変わると考えていたため、手段を最初

に決めていることに “ もやもや ” していた。

美学者の伊藤亜紗さん（注 13-2）の著書を

読み、伊藤さんの手段によらない考え方に

興味を持った。最初に「触るか・触らないか」

「対話するか・対話しないか」などの手段を

決めるのではない、視覚障害者のプログラ

ムを組み立てる手掛かりになると考えたか

らだ。

　2019 年度の同館のワークショップに、

伊藤さんを講師に招いた。鑑賞する作品は

20 世紀のフランスで活動した彫刻家アル

ベルト・ジャコメッティが、友人の矢内原

伊作をモデルとしたブロンズ彫刻《ヤナイ

ハラ I》とした。同作品は 2018 年の同館に

新収蔵されたため、所蔵を記念する特集展

が 2019 年度に計画されていた。同館では、

その当時、コレクション展が年に４回展示

替えされ、その都度展示される作品は変わ

る。そういった中で、通年で展示されるこ

とが決まっていた《ヤナイハラ I》の存在は、

企画を考える上で、大きかった。プログラ

ム企画段階で、伊藤さんより「彫刻作品の

鑑賞なので、話すだけでなく触ることもで

きればいいけれども、ジャコメッティの作

品には触れないから、触るためのレプリカ

をつくることはできないか」と提案があっ

た。予算も確保できたためレプリカをつく

り、それを活用したワークショップを開催

することとした。
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３．話すことが目的ではない、いろんな会

話が生まれる

　2019 年 11 月 2 日（土）と 12 月 7 日（土）

の二日間にわたる、国立国際美術館　視覚

を超えた鑑賞探求ワークショップ「見れば

見るほど見えなくなる　ジャコメッティ《ヤ

ナイハラ I》を徹底的に鑑賞しよう」は、同

館講堂と地下２階展示室で開催された。高

校生以上の見えない／見えにくい人６名、

見える人６名を参加者として公募し、定員

数が集まった。当日はレプリカを会場の真

ん中に置き、見える人と見えない人３～４

名程度のグループで一つの《ヤナイハラ I》

を模した塑像制作する。参加者に付き添う

ガイドヘルパーにも、介助するだけでなく、

ワークショップに参加してもらった。

　ジャコメッティの作風の典型は、人体を

細長くのばしたような造形である。藤吉さ

んは教育普及の研究員として「典型的なジャ

コメッティの作品ならば、やりづらかった

だろう。摸造したときに、なんとなくひき

のばしたような造形になって、それだけで

終わる。しかしこの《ヤナイハラ I》は、一

般的によく目にするジャコメッティの彫刻

とは異なり、モデル本人にわりと近い顔や

髪型の造詣があり、しかし首から下は、本

来のジャコメッティの指型がのこるような、

つくりかけのような胸像」であると鑑賞対

象とする作品について観察していた。参加

者には、具象的な顔や髪型の部分と、指型

が残る部分の両方を触り比較してもらった。

手触りも見た目も異なる表現に参加者から

「どうしてだろう」と問いが生まれた。おた

がいに感じたことを話す、つくるために話

す。スケッチと同じで、上手く描けない、

ここでは上手くつくれない時は十分に見て

いない。見える人見えない人にかかわらず、

何度も戻って《ヤナイハラ I》を鑑賞する。

気づいたことをお互いが話し合う。対話に

よる鑑賞だと「さあ、話しましょう」と、

話すことが目的になってしまい、無理やり

会話をつくりだすことがある。しかし、こ

のプログラムでは「つくるってことがある

からこそ、いろんな会話が生まれた。非常

に面白く、狙い通りの内容となった。」との

ことであった。【図 13-1】

４．《ヤナイハラ I》鑑賞ワークショップの

広報・準備、当日の様子など

　藤吉さんは見えない人たちへの聞き取り

から、見えない人は、美術館のウェブサイ

トに掲載されている参加プログラムを探す

ことはあまりないようだとの気づきがあっ

た。見えない人への鑑賞環境がある徳島県

立近代美術館や三重県立美術館の展覧会情

報は調べるが、ワークショップのようなプ

ログラムをホームページで探すことはほと

んどなく、多くの場合はメーリングリスト

などのネットワークを介し、情報を受け取っ

ている。国立国際美術館は、神戸アイライ

ト協会を中心に毎回情報提供し、そこから

情報を広げてもらっているとのこと。また、

参加者は一人で来る人もいれば、ガイドヘ

ルパーさんと来る人や、友達と一緒に申し

込む人もいる。今回のワークショップ参加者

たちは、他館の活動経験があっても、国立

国際美術館でのプログラム参加は初めてで
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あり、会場になれていなかったという。なお

美術館そのものに初めて来たという参加者に

ついて来た人もいた。

　ワークショップでは彫刻家の小田原のどか

さんを実技の特別講師に招き、100キロの粘

土の塊を用意し、三脚のような彫塑回転台を

使うという、本格的な塑像をおこなった。

　支柱となる木に縄を巻き、粘土をちぎっ

て塊をつけたり剥がしたりという彫塑の作

業は、見える人にも、見えない人にも新鮮

であったという。グループでの摸造におい

ては、見える見えない関係なく、徐々に「わ

たし顔をつくりたいわ」とか「下をつくり

たいわ」と役割分担が決まっていっていた。

見える人が顔をつくるわけでもない。一つ

のものを、完成するために、その人たちの

好きなことを自然に分担しながら行ってい

たようであった。出来上がった塑像が、本

物によく似ているかどうかが終着点ではな

い。３つのグループで、まったく違う塑像

ができた。耳にこだわっていたグループは、

すごく耳をきれいにつくっていた。それは

そのグループの鑑賞のありかたである。見

えている人たちの一般的な鑑賞と同じで、

どこに着目しているのかは、三者三様にあ

らわれる。

　藤吉さんは、このワークショップをきっ

かけに、見えない人たちと本格的に出会っ

たという。視覚に障害がある人は、美術館

がはじめての人もいれば、他の美術館に行っ

たことがあるという人もいた。見えなくて

も展覧会をみたいとか、あるいは徐々にみ

国立国際美術館

【図 13-1】国立国際美術館　視覚を超えた鑑賞探求ワークショップ「見れば見るほど見えなくなる　ジャコメッティ《ヤナイハラ I》を
徹底的に鑑賞しよう」実施風景　提供：国立国際美術館
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えなくなっている人は見えるうちに美術館

に来て、美術作品を目に焼き付けておきた

い、色を覚えておきたいとの思いがあるこ

とも知った。見えない人、見えにくい人も、

見える人と同じように、美術館にかかわり

たいとか、見たいとか、思っていることを

知って、見えない人、見えにくい人も参加

できるプログラムを継続していく必要性を

感じたという。

５．どの人にも響かないプログラムになっ

てしまっているんじゃないか

　その後、本格的に活動しようとした時期

にコロナ禍となった。そこでオンライン鑑

賞プログラムもはじめた。同時期に見える

人と見えない人、学校の先生などに声をか

け、みんなで楽しめるようなツールをつく

るための検討会をはじめた。その検討会に

参加する視覚障害者から、中途失明の人の

中には、触るのが好きじゃない人もいると

教えられた。触り方を知らないとか、目が

見えていた経験があり触ることに頼りたく

ないとか、触るより音声が好きなど理由は

一つではなかった。先天盲の人たちは支援

学校で、触ることからモノを覚え、そこか

ら自分の考えを築いてきた人たちである。

そのような見えない人たちからは「モノに

基づいて自分が発言できる機会が欲しい」

との発言があった。触るモノなど何もない

状況で話すと、見える人の話しにのっか

かってしか話せない。その人の発言に対し

て、質問したり、感想をいったりしかでき

ない。しかしモノを触ることから始めると

「これはツルツルしますね」とか言える。そ

ういうモノが欲しいと言われた。藤吉さん

は、いずれの意見も納得できることであり、

だから「触る方がいい、触らない方がいい」

という話でもないと改めて思った。

　いろいろな立場の人の要望を聞きすぎる

と、目的や目標をどこにすべきか、わから

なくなるだろう。例えば視覚障害のある人

のプログラム企画においては、先天盲と中

途失明、また年齢にもよるだろう。事実確

認からはじめると、それがつまらない人も

いるだろう。「見える人たちがどう見てるの

か知りたい」とか「見える人たちの思いを

聞きたい」との意見もある。結論はつかない。

　一方で気づかされたことに、見える人以

上に、見えない人たちの人間関係は、自分

と考えが似ている人と集まりやすい傾向に

あるのではないかと、いうことである。鑑

賞プログラムを通して、自分とは違うこと

を話す人がいる、変わった考えの人がいる、

といった気づきがあり、けんかまではいか

ないまでも、少し議論になったとしても、

いいんじゃないかと考えるようになった。

しかし、来館のために時間をやりくりして、

例えばガイドさんを頼んでと、障害がある

人たちはかなりのエネルギーを要して来館

している。ならば、来館してプログラムに

参加したことに満足して帰っていただきた

い、また来館したいと思っていただきたい

という思いもある。

　プログラムを担当してきた藤吉さん、さ

まざまな参加者の立場を思いやる中立とい

う立場をとることで、どの人にも響かない

プログラムになってしまっているんじゃな

いかと考えてしまうこともあるという。
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６．現代美術とは何かというところから、

話していく必要もある

　視覚に障害がある人を対象にした毎回の

鑑賞プログラムでは、いくつかの作品に絞っ

て話をしたり、ジャコメッティのレプリカ

に触ったりしている。ある時、活動終了後

に少し時間があったため、鑑賞プログラム

に取り上げなかった展示室の作品も一緒に

見ることになり、見える人と見えない人が

ペアになって話しながら展示を見て回った。

その時に、視覚障害がある参加者は、プロ

グラムの対象とはなっていなかった国立国

際美術館の他の多くの作品をはじめて知る

こととなったといえる。展示作品の一つに

アーティストの工藤哲巳による、目の玉が

鳥かごに入っているなどのような、見る人

が見れば、一見気味が悪いとも思われてし

まう、コンセプチュアルなオブジェもあっ

た。その展示作品について初めて知った視

覚障害がある参加者から、「ここの美術館に

こんなに気持ち悪い作品とか、きれいとは

思えない作品が飾っているとは思わなかっ

た」と、どちらかというとショックを隠し

きれない様子で述べられたという。

　見えている人ならば事前の情報もあるし、

来た時に展示室全体が見える。これまで、

鑑賞プログラムで排除したつもりも隠して

きたつもりもなかったが、結果的には、ど

のようなコレクションを持つ美術館である

かを知ってもらう機会すら設けていなかっ

たことに愕然とした。

　毎回、所蔵作品の傾向について触れてか

らプログラムをスタートすることも時間的

に厳しいが、現代美術を展示する美術館と

いうことを知らずに参加する人たちに、現

代美術についての紹介も必要なのではない

かと、藤吉さんは考えるようになったとの

ことであった。

７．いま、目の前にいる人だけが対象じゃ

ない

　鑑賞プログラムは開館時間に実施してい

る。小学生の団体鑑賞を嫌厭する来場者も

いる。しかし、そもそも美術館でおしゃべり

をしてはいけないのか。会話を控えさせる美

術館さえもある。国立国際美術館は、他の来

館者への配慮のあるおしゃべりについては制

限していない。誰でも来てもいい場所なんだ

なって認知度を高めていきたいという。

　その思いは、コロナ禍に、来場すること

が簡単ではない人に向けたオンラインプロ

グラムに取り組む中で強くなったという。

美術館に来てもらうとか、いま、目の前に

いる人だけが対象じゃないんだと考えるよ

うになったそうだ。また、2020 年度から教

育普及専任スタッフに増員があり、組織的

に取り組みやすい体制により、これまで検

討中であった活動も推進できるようになっ

た。【図 13-2】

　しかし、「誰でも来館していい」「障害を

持った人、誰でもきてください」としても、

美術館側がそれぞれの対象者への配慮ある

準備をしていなければ、プログラムが破綻

するだろう。そういうことを、どうしてい

くのか、他の美術館と一緒にフラットに話

せる場があればと藤吉さんは思う。例えば、

おしゃべりを控えさせる美術館では、作品
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子どもたちの真剣な様子が見られたという。

NPOスタッフも、子ども達の美術鑑賞の真

剣な姿に驚いたそうだ。美術館に来てはいけ

ないとまでは思ってないだろう。美術館とい

う単語も知っているだろう。しかし美術館に

行くという実感がないのではないか。美術館

は行く場所だと認知される必要がある。しか

し、そもそも興味をもってもらえてないと

いうことに気づかされているという。

　なお同館では、本調査において障害者等と

くくられるだろう、ケアを必要とする人たち

へのプログラムは、外部の専門性の高い人に

協力を仰ぐこともある。教育普及専任スタッ

フにはない専門性が必要であるからだ。一

方で美術館スタッフができることは手放さ

ない。例えば、見えない人と鑑賞するプロ

グラムでは、対象が見えない人であっても、

鑑賞プログラムは教育普及の専門である。

は静かに見るべきであると考える、ある程

度同じ価値観を持つ来館者自身が、美術館

に関われるはずの多様な人々の排除に加担

している可能性があるかもしれない。その

ような場合には、美術館はどのような働きか

けができるのだろうか。当然、それぞれの楽

しみ方は有していてもいいが、ある一定の人

たちの楽しみ方だけが尊重されることなく、

多様な人たちがそれぞれの立場で美術館と関

わっていけるように、美術館が変わっていか

ないといけないだろうと考える。

　同館では最近、外国にルーツを持つ子ど

もたちにアプローチをはじめた。外国籍

住民比率が全国の都市部で最も高い大阪市

生野区に拠点をもつ特定非営利活動法人

IKUNO・多文化ふらっとと、意見交換や試

験プログラムがはじまった。2023 年夏の鑑

賞プログラムでは、日頃大人には見せない

【図 13-2】国立国際美術館教育普及室活動内容（作成：藤吉祐子 2022 年度）

リサーチ 13

【感想】

実践の積み重ねが、毎回の取り組み

の確かさにつながっていると思っ

た。また障害がある人等との関りを

通して、美術館の存在意義を広げ深

めているようにも思え、私たちの調

査の一つの方向性を示しているよう

に感じた。

国立国際美術館

もちろん、有識者にしかわからないことも

あるかもしれないが、見えない人と美術館

で何ができるかは、美術館のスタッフとし

て考えていきたい。プログラム企画におい

て、参加者にとってストレスとなるような

事項には十分配慮しつつ、何の問題もなく

全てがスムーズにいくことが望ましいこと

でもなく、美術館という場所で、さまざま

な人が出会ったときに何が起こるかにも対

峙していくことは必要であると考える。
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（注 13-1）

「令和４年度障害者等による文化芸術活動推進

事業：公立美術館における障害者等による文化

芸術活動を促進させるためのコア人材のコミュ

ニティ形成を軸とした基盤づくり事業」（文化

庁展一般社団法人 HAPS）カンファレンスプロ

グラム参加者の一人。

（注 13-2）

伊藤亜紗さんは、東京工業大学科学技術創成

研究院未来の人類研究センター長、リベラル

アーツ研究教育教授。伊藤さんのホームぺージ

https://asaito.com/
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【調査概要】

実施日：2023 年 9月 21 日（木）

場所：国立国際美術館　大会議室

【調査対象者】

藤吉祐子（ふじよしゆうこ）

2004 年より国立国際美術館に勤務。各校種に

よる美術館活動の受け入れ、教職員を対象とし

た美術館活用プログラム実施、鑑賞サポート

ツール『アクティヴィティ・ブック』の制作な

ど、子どもたちと美術の出会いを模索し、ス

クールプログラムに注力するとともに、きこえ

ない子どもたちも参加する 0 歳からの美術館

体験プログラム、視覚だけに頼らずに美術館の

アクティヴィティを楽しむユニバーサルプロ

グラム「みる＋（プラス）」など、さまざまな

人たちが、それぞれの立場で、美術や美術館と

接点を持ち、美術や美術館、またそこで起こる

ことを楽しむことのできるプログラム開発と

実施に努めている。

【参考資料】

伊藤亜紗 ,2015 年『目の見えない人は世界を

どう見ているのか』光文社新書

藤吉祐子 ,2023 年「話題提供：国立国際美術

館　視覚を超えた鑑賞探求ワークショップ「見

れば 見るほど 見えなくなる　ジャコメッティ

《ヤナイハラ I》を徹底的に鑑賞しよう」」京都

国立近代美術館 教育普及室・編『令和 ４ 年度 

文化庁 Innovate MUSEUM 事業（地域課題対

応支援事業）感覚をひらく研究会「ひらくラボ」

実施報告書』新たな美術鑑賞プログラム創造推

進事業実行委員会 ,

藤吉祐子「美術館が創り出せる場」独立行政法

人国立美術館　国立国際美術館『国立国際美術

館ニュース』2022.08　246 号

独立行政法人国立美術館 ホームページ https://

www.artmuseums.go.jp/

特定非営利活動法人 IKUNO・多文化共生ふらっ

と ホームページ https://www.ikunotabunkaflat.

org/

国立国際美術館
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　平安神宮の朱色の大鳥居の東側、東山を

背景にする京都市京セラ美術館は、2023

年に開館 90 周年を迎えた。学芸係長の後

藤結美子さん（以降、後藤さん）にお話を

うかがった。

１．日本で２番目に長い歴史を持つ公立美

術館

　京都市京セラ美術館は、昭和 3（1928）

年に当時の京都市長を発起人とし、昭和天

皇の即位を祝う大礼奉祝会の記念事業とし

て新美術館建設が決定され 1933年に開館し

た。日本の公立美術館としては 1926年開館

の東京都美術館に次いで２番目の開館であ

る。開館 80 周年の 2014 年に「京都市美術

館将来構想」が策定され、大規模改修を経

て 2020 年にリニューアルオープンをした。

名称も、1933 年に大礼記念京都美術館から

京都市美術館に改称し、そして現在はネー

ミングライツ契約により京都市京セラ美術

館の通称を得ている。建物としては 1946年

から 1952年にかけて京都の駐留米軍に本館

を接収された。近年の大規模改修において

も開館当時の建物の面影を残している。東

京都美術館は 1975年に新館となったことを

考えれば、現存する公立の美術館建築とし

て京都市京セラ美術館は日本で１番長い歴

史を持つ。

住所

電話
ファックス
URL

京都市左京区岡崎円勝寺町 124 

〒 606-8344

075-771-4334

075-761-0444

h t t p s : / / k y o t o c i t y - k y o c e r a .

museum/
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京都市
京セラ
美術館

２．リニューアルで改善したこと

　同館は歴史ある古い建築だということもあ

り、リニューアル前は、一部の部屋へのアク

セスが階段のみであるなど、車椅子ユーザー

や足の不自由な方の対応に課題があった。し

かしリニューアルに伴う大規模改修の際に、

車椅子導線の改善、段差の解消を行った。ま

た、同時に視覚障害者用の手すりと点字ブ

ロックを敷設した。特に美術館の敷地外の通

りからメインエントランスに向かう屋外ス

ロープは利用者が手すりを伝いながら入り口

近くまで入場できるようにした。【図 14-1】

　また館内のチケット売り場などにも点字

ブロックを敷設し、障害者用の駐車場を設

置し、お手洗いもユニバーサル対応のもの

を設置した。このように大規模改修の際に、

建築面でさまざまな合理的配慮が可能と

なった。しかし、ユニバーサルトイレが各

所に１つ、優先駐車場も２つしかないなど、

多人数の訪問が予想される団体への対応を

考えれば、さらなる改善が今後も必要であ

ろうとのことであった。

３．市民が主体となる障害者等にかかる文

化芸術活動の受け入れ

　同館はリニューアル以前から、いくつか

の市民が主体となる障害者等にかかる文化

京都市京セラ美術館

【図 14-1】京都市京セラ美術館 外観　撮影：来田猛
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芸術活動を受け入れてきた。後藤さんより

３つの事例をうかがった。

　一つ目は、京都市美術館の貸し展示室を

利用して、1981 年に「土と色　ちえおくれ

の世界」としてはじまり、ほぼ毎年開催さ

れ、2006 年より「土と色　ひびきあう世界」

展に名称変更した展覧会である。現在は 10

近い施設の合同展になっている。焼き物の

産地である滋賀県の信楽が近いこともあり、

当初は焼き物の作品が多かった（注 14-1）

が、最近は絵画など多様なジャンルの作品

を展示しているという。同展は障害者の芸

術活動が現在ほど注目されていなかった 80

年代初めより、障害がある人達が創作する

作品の展覧会を美術館で開催していた。( 注

14-2)

　二つ目は、京都在住の全盲のアーティス

ト光島貴之さんがかかわる「ミュージアム・

アクセス・ビュー」である。2002 年に正式

発足し 2022 年 8 月までの 20 年間、関西を

中心に、美術館やギャラリー等で、目が見

えない・見えにくい人と、見える人が、共

に美術を楽しむための活動をしてきた。( 注

14-3) このミュージアム・アクセス・ビュー

のグループ鑑賞は、同館のコレクション展

を中心に何度も開催された。同館学芸員が

直接関わることはなかったが、鑑賞活動を

見かけたことがあるという。１つの作品の

前で、長時間、活発に議論されている様子

を後藤さんは覚えているという。目が見え

る方が説明などをするつなぎ役になり、そ

れを起点に目が見えない方が、作品の意味

などを探していく様子に「美術とは目に見

えているものだけじゃないんだな」と、感

じていたという。

　三つ目は、「手で触れる日展」である。日

展は日本で最も古い歴史を持ち権威もある

美術団体展である。各地の主要な美術館を

巡回する日展の京都展の際に、彫刻部門の

展示室において、視覚障害者を対象とした

「手で触れる日展」がほぼ毎年実施されてき

た。2023年 12月で第 32回目となる。彫刻

家の木代喜司さん、谷口淳一さんが中心と

なり、同展会員の美術家らがボランタリー

で運営している。木代・谷口の両氏は、京

都教育大学の美術領域の教員経験があるこ

とから、教育大学生らも加わり、京都府の

視覚障害者協会の協力のもと、近年は参加

者も含め総勢 30 人ほどで実施しているとい

う。(注 14-4)

以上のように同館は、障害者等の文化芸術

活動が注目される以前より、市民が主体的

となるそれらの活動を受け入れていた。

４．談話室の新設

　同館リニューアルの際に、２階建ての同

館の１階から２階にあがる東側階段すぐの、

展示室ではなかった空間を談話室とした。

1970年代から 1980年代中頃までは喫茶室、

その後はバックヤードとして機材置き場と

なっていた。また一部を仕切り監視員さん

などアルバイトの控室として活用していた

時期もある。この空間を、リニューアルに

あたって、親しみがあり誰でも気軽に出入

りでき、展覧会と直接は結びつかない、来

館者がゆっくりくつろげる、ラーニングの

拠点として整備した。

　ここは障害者等の文化芸術活動にかかる
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の感想を語り合ったり、来館者が持つ情報

を残してもらったりする。情報とは、同館

のことに限らない、展覧会や作品、そして

街をあるいて「見ましたよ」といったさま

ざまなことである。

　また「ぽよよんタイム」がない日であっ

ても、談話室には自由に使えるワークシー

トがあり、美術作品に関するもののみなら

ず、「「なぞ」だと思う「もの」や「できごと」

を探そう！」といった問いかけのワークシー

トもある。そこに来館者が足跡を残してい

くこともある。

　来館者同士、職員と来館者がフラットな

関係で、美術のみならず京都について気軽に

おしゃべりできる場や時間として、さまざ

まな方が参加しやすい環境を目指している。

６．最近の障害者等の文化芸術活動との

関り

　同館は、2023年度から「ぽよよんタイム」

に聴覚障害に対応するための手話通訳士を

招いた鑑賞プログラムを試験的に始めた。

そこでも、学芸員が一方的に解説するので

はなく、参加者の話の輪に入り、作品の感

想を聞きあったりする。

　そのような活動の中で、車椅子の方には

キャプションの位置が高すぎるとの意見を

直接聞くこともできた。アンケートに書い

てもらう方法もあるだろうが、同館職員が

いる場である方が、一方的なクレームでは

なく、状況なども含め、対話的に意見を交

わすことができる。またリニューアル後は

同館が発信する、館の説明動画などに手話

アプローチの拠点にもなる。たとえば、誰

でもいつでも使える筆談ボードを置いてい

る。また、美術館の最寄り京都市地下鉄・

東山駅から美術館までの周辺案内も含む触

地図と、館内の触地図も置いている。この

触地図は、同館１階の総合案内と、館外で

ある市内の視覚障害者福祉施設の京都ライ

トハウスにも置いている。

　ワークショップの会場にもなるが、通常

は誰でもが自由に使える場として開放して

いる。アーティストの小山田徹さんに制作

依頼したカラフルな椅子《トリドリ・スツー

ル》や、同館が所有するソファーなど、様々

な種類の家具と、同館所蔵作品に関するワー

クシートがあり、ペンなどつかって自由に

楽しむことができる。また絨毯を敷いたコー

ナーもあり、子どもが寝転がることもできる。

５．ぽよよんタイム

　新しくスタートしたラーニングは４つの

テーマ「パブリック（共創）」「多様性の尊重」

「青少年育成」「地域連携」と４つのアプロー

チ「談話室」「アート・ピクニック」「ダイバー

ズ・ラボ」「エキシビジョン・クルーズ」を

あげている。（注 14-5）そのアプローチの

一つ「談話室」でテーマを包括するように

ゆるやかに実施されているのが、現在はお

よそ月１回の頻度で開催している「ぽよよ

んタイム」である。毎回、同館のラーニン

グスタッフが談話室に常駐する。毎回 20 名

程度の参加があり、リピーターもいる。参

加費は無料である。そこで展覧会解説をす

るのではなく、来館者が立ち寄り、展覧会

京都市京セラ美術館
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や字幕をつけるようになった。

　2020 年より毎年、京都・岡崎公園一帯の

美術館や図書館、劇場、動物園などの文化

施設等が連携する芸術祭「CONNECT⇄＿」

に館として参加している。この芸術祭は「障

害のあるなしにかかわらず、さまざまな感

性、特性を持つ人たちが芸術や文化に気軽

にアクセスできるようにすること、参加し

た人たちがつながり合い、気づきを与え合

う場、誰もが一緒に楽しめる場を一緒に作

ることを目指」すものである。シンポジウ

ムや鑑賞プログラムなどに加えて、初年度

は、同館のガラス張りのファサードを活用

した「ガラス・リボン」を舞台に東京や京

都で障害のある人が集うアトリエ活動に参

加する三人の作品世界を紹介した。２年目

は有識者に障害者のアートについてうか

がったインタビュー映像を制作した。３年

目と今回の４年目は視覚障害がある方と一

緒に行うコレクション作品鑑賞を記録映像

として公開した。【図 14-2】

　この「CONNECT ⇄＿」では準備段階

において参加施設が集まり勉強会を重ねて

いる。障害者の方が講師となることもある。

またホームページをはじめとするデザイン

を通して、障害者のある方にも見やすく、

わかりやすい情報にあり方を学ぶ機会にも

なる。館のみであると、自発的に取り組む

ことが難しい、美術館に必要な内容を学べ

る良い機会となっている。

　このような障害がある方たちと関わるプ

ログラムは同館では後藤さん (注 14-6)と、

【図 14-2】視覚障害がある方との鑑賞会活動記録動画は、談話室で常時上映されている　撮影：中西美穂 2023年
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委託会社のラーニングスタッフ２名が担当

している。

　なお、障害がある方たちの活動にかかわる

作品の収集については、京都市美術館の方

針では区別をしておらず、アール・ブリュッ

トなど障害がある方の創作と分類されてい

たとしても、アートとして優れていれば所

蔵するという回答になるとのことであった。

また近年、正規の美術教育を受けておらず

独自の表現をしているアーティスト西村一

成の作品３点を所蔵した (注 14-7)。

【感想】

美術館における障害者等の文化芸術

活動は、今日、館の主導が注目され

ているが、長い歴史を持つ美術館に

おいては、障害がある方自身、ある

いは障害がある方たちの鑑賞機会に

興味がある一人の市民でもある美術

家ら自身によって育まれてきたこと

に気づかされた。
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（注 14-1）

焼き物を創作の中心にすえる活動の背景の一

つには 1950 年代半ばに、障害がある子どもら

を療養するための施設・近江学園に、さまざま

な芸術家が集ってたことがあるだろう。陶芸家

の八木一夫もその一人であり、近江学園の子

ども達に焼き物を教え、一緒に制作していた。

強制的につくらせるのではなく、あくまでも、

自ら土に近寄ってきた子だけを対象にする。近

寄ってくるまでは押し付けないというルール

が近江学園にあったそうだ。（インタビュー時

の後藤さんと調査者の会話から）

(注 14-2)

「土と色」展については、世田谷市美術館・学

芸員の高橋直裕が、障害があるアーティストを

紹介する「KALEIDO SCOPE ６人の個性と表

現」展（2003 年）を企画した際に、影響を受

けたと記している。[高橋直裕：2003:16]

(注 14-3)

ミュージアム・アクセス・ビュー http://

museum-access-view.cocolog-nifty.com/

( 注 14-4)

京都新聞アート＆イベント情報サイト「こ

としるべ」には、2020（令和 2）年 12 月

20 日に開催された第 29 回「手で触れる日

展」が、参加者らのコメントとともに紹介

されている。http://event.kyoto-np.co.jp/feature/

nitten.2021/1608436394.5724.html

（注 14-5）

京都市京セラ美術館のホームページ　ラーニ

ング参照。冊子『談話室とラーニング』もこ

こから pdf 版をダウンロードできる。https://

kyotocity-kyocera.museum/learning_program

(注 14-6)

学芸員の後藤さんの理想の一つに「美術館オー

プンデー」があるとのことであった。日ごろ来
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館しにくい方々が優先的に来館する特別な一

日である。展示室で気兼ねなく大きな声で話

したり、床で寝そべったり、いくつものベビー

カーが並び鑑賞したり、子どもが走り回った

り。通常ならば「他の来館者」に迷惑がかかっ

てしまうといったことを、休館日の一日などを

使い、様々な方々が楽しんでいただく欲張りな

一日とのことである。

(注 14-7)

西村の作品に限らず、正規の美術教育を受けて

いない表現者も存在する。それらの作品をアー

ル・ブリュットと位置づけるかは、美術館内に

留まらない議論が必要であろう。

【調査概要】

実施日：2023 年 10 月 19 日（木）

場所：京都市京セラ美術館　談話室

【調査対象者】

後藤結美子（ごとうゆみこ）

京都市美術館（京都市京セラ美術館）学芸係長。

1997 年より学芸員として同館に勤務。2020

年より現職。2022年より、文化庁・京都国立近

代美術館主催のプロジェクト「CONNECT⇄＿」

にかかわっている。

【参考資料】

『談話室とラーニング』京都市京セラ美術

館 ,2021 年

京都新聞アート＆イベント情報サイト「ことし

るべ」2020（令和 2）年 12 月 20 日：

h t t p : / / e v e n t . k y o t o - n p . c o . j p / f e a t u r e /

nitten.2021/1608436394.5724.html

ミュージアム・アクセス・ビューウェブサイト：

https : / /www.next f tp.com/museum-access -

view/index.html

中谷至宏「歴史の意図、明日への企図―京都

市美術館の再整備についてー」独立行政法人

国立美術館　国立国際美術館『国立国際美術館

ニュース 238 号』2020 年 9月

京都市京セラ美術館
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京都市左京区岡崎円勝寺町 26-1

〒 606-8344

075-761-4111

ht tp s : / /www.momak .go . jp /

senses

　平安神宮の朱色の大鳥居の西側にあり、

琵琶湖疏水に姿を映している近代建築が京

都国立近代美術館である。その鳥居と岡崎

公園に挟まれた地区には、同館の他に、京

都市京セラ美術館、京都府立図書館、ロー

ムシアター京都、京都市動物園、京都市勧

業館（みやこめっせ）と文化施設が並ぶ。

学芸課研究員の松山沙樹さん（以降、松山

さん）におはなしをうかがった。

１．教育普及室

　京都国立近代美術館で、障害者等の文化

芸術活動にかかる担当は学芸課の教育普及

室となるそうだ。室長は現代美術等の企画

展やコレクション展も担当する主任研究員

の牧口千夏さん、室員は松山さん一人であ

る（取材日当時）。松山さんは 2015 年に同

館の任期付きの特定研究員となり、インタ

ビューをした前年の 2022 年度から研究員

として常勤となった。

　現在の教育普及にかかる予算は同館のも

のに加えて、今年度ならば文化庁 Innovate 

MUSEUM 事業の助成金や、独立行政法人

国立美術館からの各館の重点的な取り組み

への予算配分を活用している。また、文化

庁委託事業「文化施設の連携による共生社

会推進事業」に同館のみではなく地域の文

化施設とともに参画している。

京都国立
近代美術館

住所

電話
URL
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２．新たな美術鑑賞プログラム創造推進事

業「感覚をひらく」をはじめる

　同館では、2002 年より全盲のアーティ

スト光島貴之さんらが中心となる市民団体

ミュージアム・アクセス・ビューの鑑賞活

動を受け入れてきた。見えない方と見える

方がおしゃべりし、絵画などの美術を楽し

む活動である。毎年２回程度の活動の受け

入れの窓口は教育普及担当者であった。松

山さんは、その受け入れと当日の立ち合い

を前任者より引き継いだ。2016 年に「障害

を理由とする差別の解消の推進にかかる法

律」が施行された。その第五条に「行政機

関等及び事業者は、社会的障壁の除去の実

施についての必要かつ合理的な配慮を的確

に行うため、自ら設置する施設の構造の改

善及び設備の整備、関係職員に対する研修

その他の必要な環境の整備に努めなければ

ならない。」とある。松山さんは、美術館に

おいてどのような「合理的な配慮」が可能

なのか考えた。段差の解消や点字ブロック

の敷設など設備面を改善することは簡単で

はない。一方で、担当しているワークショッ

プや、普段の鑑賞プログラムなどに、これ

まで参加することが困難であった方にも参

加してもらえるような、ソフト面からの対

応は取り組みはじめやすい。同年、国立民

族学博物館で開催されたシンポジウムに一

般参加し、先進的に取り組む美術館や研究

者、広瀬浩二郎先生を中心とするユニバー

サル・ミュージアム研究会の存在も知った。

　障害者の活動を受け入れるだけでなく、

美術館の企画としてより能動的に取り組む

ために、館内で総務担当者も含めて相談し

プロジェクトとして立ち上げ、運営費用獲得

のために文化庁の助成金申請もした。その

助成金採択もあり、2017 年より同館が中核

施設となる「新たな美術鑑賞プログラム創造

推進事業実行委員会」が主催する、「感覚を

ひらく」という名称の事業がスタートした。

　事業は年度により異なるが、フォーラム

や、作品を触れることができる展覧会、ワー

クショップなどである。また活動を紹介す

る「感覚をひらく」というパンフレットを

来館者に無料配布している。パンフレット

の表紙には「感覚をひらく　あなたは　●

●●人目の登場人物です。」と、一枚ごとに

手書きの数字がある。【図 15-1】

 

京都国立近代美術館

【図 15-1】調査者が 2023 年 10 月 20 日に手にした「感覚をひ
らく」パンフレット、9321 人目であった
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３．見えない方も企画側に入る ABC プロ

ジェクト

　2017年からはじめた「感覚をひらく」事

業を重ねる中で「ワークショップの現場で起

こることはすごく面白く、参加者の個性や温

度感によってそこで発見されるもの・ことが

大きく変化する」と松山さんは考えるように

なったという。例えば、見えない方が一人で

も入っていることで、見えている人が、あた

りまえと思っていることが、見えない人には

あたりまえでないことに気づかされる。そこ

での会話は、学芸員による作品解説と異な

る。参加者同士のやりとりや、偶然性のよう

なことの中に、作品自体の新たな魅力や面白

さが生まれてくる。それがワークショップを

重ねることの意義だと感じた。そこで、見え

ない方も企画側に入って一緒に考えるワーク

ショップの作り方を用いて、「感覚をひらく

─新たな美術鑑賞プログラム創造推進事業」

の中に「ABCプロジェクト」という新しい

プログラムを立ち上げた。Aはアーティスト、

Bはブラインド、Cはキュレーターの、それ

ぞれの頭文字である。

　京都には、まだ美術館に来たことがない

見えない方も沢山いる。そのため、盲学校

や、点字図書館、ライトハウスを訪ねるア

ウトリーチ活動をしていきたいが、かといっ

て美術館の収蔵品を頻繁に持ち出すことは

難しい。作品のレプリカを作成するという

方向もあるが、「感覚をひらく」事業では、

アーティストとともに、所蔵作品にちなん

だ館外に持ち出せるツールをつくろうと考え

た。アーティストと一緒に作って、アウトリー

チのワークショップにつなげていく企画段階

から、見えない方にも入ってもらう。

　ABC プロジェクトがはじまった時期は

コロナ禍と重なっていたため、当初は手で

ふれることができるツールを用いたアウト

リーチ活動を目指していたが、「美術館で展

示し、希望する人が、個人の判断で触れる」

という形式に変更した。

　2019 年からプロジェクトを立ち上げ、

2020 年度に石黒宗麿、2021 年度に河井

寬次郎と２回続けて陶芸作品を取り上げ、

2023 年度の３回目に長谷川三郎が 1937 年

に描いた抽象画《蝶の軌跡》をテーマとし

「チョウの軌跡─長谷川三郎のイリュージョ

ン」と題した企画展示を行った。今回の（A）

アーティストは中村裕太さん、（B）ブライ

ンドは安原理恵さん、（C）キュレーターは

松山さんの３人であった。

　チラシにも、さわって楽しめる工夫がある。

「切り欠き」がつけられ、その位置に QRコー

ドがあることを示した。またテーマ作品《蝶

の軌跡》に描かれている八の字型に穴をあけ、

指でたどれるようにデザインした。

４．アーティストがつくる触図の表現

　ABC プロジェクトでつくりあげた展覧会

「チョウの軌跡─長谷川三郎のイリュージョ

ン」は、コレクション・ギャラリーの展示

室中央の部屋（中）とその部屋に入る手前

の空間（外）を用いて開催された。本展を

鑑賞し調査者は「全体像がパッと見てわか

らない。外の部屋の作品が、中の部屋の作

品と呼応しているのか、同じ番号が振られ

ているので、つながりを感じなくもない。
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しかし、どういう意図で、これらの作品が

集められ、展示されているのか。なぜ、触

る図（以降、触図と略す）の方は要素が省

略されているのか。」との感想と疑問を最初

に抱いた。時間をかけて鑑賞を続ける中で、

触れる図として展示されている陶土のタブ

ローに彫られた「線」のキワに、バリが残

されていることを発見した。その触図と同

じ番号がある、吉原治良《作品》を注意深

く見ると、描かれている「線」ににじみがあっ

た。触図で「線」のにじみの形状を寸分た

がわず触れる隆起物に置き換えたのではな

い。陶土に線を彫った時に生まれた副産物

としてのバリは、線を描き、にじみを生ん

だアーティストの表現をそのままに表して

いるように、調査者は感じた。

　それら触図 14点と、展示されている絵画

作品は隣同士に並べられておらず、中の展示

室と、外の展示室に分かれている。松山さん

によると、「隣同士に展示するという方法も

あるが、触れるものの横にあると、絵画にも

ふれて良いのかなという誤解を生み、安全上

の問題がおこる恐れがある」との理由もあっ

た。同時に、触図は、大きく省略をしており、

解釈を加えてつくられ、「見えない方への美

術作品の説明がこれです」ではない。絵画作

品と触図とを一対一の関係で見せるのではな

く、長谷川三郎の作品について 14点の触図

を手掛かりに総合的に考えられるような空間

にしたいというアーティストの中村さんから

の提案もあり、美術館とも協議のうえで、隣

同士でない展示構成となった。

　ブラインドの安原さんは展覧会の展示構

成の場には加わらなかったが、《蝶の軌跡》

をアーティストの中村さんや学芸員の松山

さんと共に言葉で鑑賞したり、触図の作成

において、素材の触り心地などについて、

中村さんと意見交換をした。また、触図の

展示方法について、壁面に垂直ではなく、

長時間でも触りやすいように傾斜をつけて

はどうかとのアドバイスもあった。また、展

示作品の関連を示す数字の位置も、見えな

い方も数字は触ってわかることもあるとい

うので、触図のキャンバスの右下にいれた。

　アーティストと美術館では触図の作り方

が違うだろうと、松山さんは経験を通して

考えている。美術館は絵画などの作品情報

をどれだけ正しく伝えられるかということを

前提として作成する。情報保障という観点か

ら、視覚で捉えられる情報を届けるという

姿勢は抜きにして考えられない。しかし今

回、アーティストは自身の目を通して、自身

の解釈のもと触図を作成した。【図 15-2】

　松山さんら ABC のメンバーで話す中で、

「美術館が触図を制作する際に、作品の形状

や構図を忠実に起こすか、どれだけ細かく

伝えられるかに、色々チャレンジしている」

といったことや「ぜんぶ説明しすぎず、逆

に少ない要素の中から、いろんな想像を膨

らませるような触図があってもいいんじゃ

ないか」といったアイディアが出され、そ

うした議論を受けてアーティストの中村さ

んが発想したという。

　このような「感覚をひらく」も「ABC プ

ロジェクト」も、決まった答えがない事業

であり「ずっとやっていくことになるんだ

ろうな」と松山さんは考えている。視覚障

害を切り口にはじめたが、聴覚障害、精神

障害、車椅子ユーザーなど、さまざまな障

害を持つ方、障害と呼ばれていないが、美

京都国立近代美術館
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術館に来ることが簡単ではない、小さい子

どもや高齢者など、まだつながりがない方々

も少なくない。今後は、機会があれば、さ

まざまな方々と共に考えることで、美術の

楽しみ方や美術館での過ごし方の幅を広げ

ていきたいとの思いもある。

５． 地 域 の 文 化 施 設 と の 連 携 事 業

CONNECT ⇄ _

　京都国立近代美術館は 2020年度から毎年、

京都・岡崎公園一帯の美術館や図書館、劇場、

動物園などの文化施設等が連携して、障害が

ある人もない人も、多様性や共生社会につい

て考えるための文化庁委託事業のアートイベ

ント「CONNECT ⇄ _」に参加している。

同イベントは、2016年に東京の国立新美術

館で開催された「ここから－アート・デザイ

ン・障害を考える３日間」展（以降、2019

年まで毎年開催）のコンセプトを継承するも

のである。文化庁の委託事業として、障害の

ある方の表現・鑑賞活動を活性化させること

や、障害の有無に関わらずともに表現や鑑賞

に参加できる環境づくりを目的としている。

　昨年度 2022 年の「CONNECT ⇄ _ アー

トで こころを こねこねしよう」では、同館

１階ロビーを会場としプログラムの一つと

して、耳の聞こえない鑑賞案内人の小笠原

新也さんを招いて「筆談鑑賞会」を行った。

大きな模造紙をひろげ、その真ん中に鑑賞

する絵の画像を貼る。可能ならば実物の絵

【図 15-2】中村さんが作成した触図をふれて鑑賞する　撮影：表恒匡、提供：京都国立近代美術館
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を前に置く、無理な場合はスクリーンに映

す。声を使わず、文字や絵を使い、５～６人

で絵に関することを、大きな模造紙に書く。

書く中で、参加者が互いに質問したり、似

ているなというところも書き込んでもいい。

聞こえない人、聞こえにくい人、聞こえる人、

誰でもが参加できる、というのが筆談鑑賞

会である。声をつかっての対話型鑑賞と時

間の流れ方が異なったように感じた。また

後からも見返せる形で絵についての会話が

残せる。そして、参加される方の心理的な

ハードルも低かったようだ。何を書いても

いい、他の人と意見がかぶってもいい、「す

ごく参加しやすかった」との感想があった。

　本年度 2023年 12月「CONNECT⇄ _アー

トでうずうず つながる世界」でも、同館１

階ロビーを会場とした。そこを「うずうず広

場」と名づけ「CONNECT⇄ _」の情報拠

点とし、かつそこに４種の展示を行った。一

つは生活介護事業所「ぬか つくるとこ」に

よるナントナティックウェイトリフティング

という活動の紹介と体験コーナー、持てば軽

い手作りのバーベルの展示。社会福祉法人さ

ふらん会さふらん生活園に所属する井口直人

さんによるコピー機をつかったセルフポート

レートとコラージュが混在したカラフルな作

品展示と体験コーナー。社会福祉法人やまな

み会やまなみ工房に所属する酒井美穂子さん

が日々持ち歩き「にぎにぎ」と触り続けてい

た袋麺「サッポロ一番しょうゆ味」のコレク

ション。そして、ABCプロジェクトのアー

ティスト中村裕太さんが京都府立盲学校で

行ったアウトリーチプログラムに参加した生

徒たちの作品である。また、今年度も小笠原

さんを招いて「筆談鑑賞会」も開催した。な

京都国立近代美術館

お、今回の「筆談鑑賞会」のファシリテーター

には、京都在住の聾者でアートトラベラーの

徳江サダシさんも加わった。

６．研究会「ひらくラボ」

　同館で７年間行ってきた「感覚をひらく」

のワークショップやアウトリーチ、フォー

ラム、展示の次の段階として、研究会「ひ

らくラボ」を 2023年 3月にスタートさせた。

全国の美術館関係者ら 20 名を招いた非公開

の研究会である。【表 15】

　現在、「感覚をひらく」事業に限らず、全

国の美術館や学校施設等で、視覚だけによ

らない美術鑑賞の実践が行われている。そ

うした活動は、とりあげる作品も、実施場

所も、また展示とワークショップなどアウ

トプットの方法も異なる。しかし、松山さ

んは「やろうとしている方向」は、共有で

きるのではないかと考えている。そのため

に、「感覚をひらく」事業や他の美術館等で

の実践について、展示やワークショップと

いった最終的なアウトプットがどうなった

かだけではなく、「失敗談じゃないけど、お

悩みリストというか、もやもやリストとい

うか」を共有することで更に議論がひらか

れていくのではないかと考えている。また

「展覧会と違い、教育普及の活動は、実施概

要は残るが、どういう思いでそれが行われ

たのかなどが外部からはわかりにくい」と

も考える。情報の見える化と共有の第一歩

として 2023 年 3 月の研究会を踏まえて 10

月に「研究会「ひらくラボ」実施報告書」

を作成し、ウェブサイトで公開した。
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【表 15】感覚をひらく研究会「ひらくラボ」実施概要とプログラム（『研究会「ひらくラボ」実施報告書』をもとに中西美穂が 2024年に作成）

会場：京都国立近代美術館 1階講堂
主催：新たな美術鑑賞プログラム創造推進実行委員会（中核施設：京都国立近代美術館）
助成：令和４年度 文化庁 Innovate MUSEUM 事業

[課題意識の共有 ] 「感覚をひらく」の活動から
松山沙樹（京都国立近代美術館）

[話題提供 ] 京都国立近代美術館 感覚をひらく事業「ABC プロジェクト」について
中村裕太（作家）

小林古径記念美術館「手から味わうお茶会」
佐藤優香（東京大学大学院情報学環）

国立国際美術館 視覚を超えた鑑賞探求ワークショップ「見れば 見るほど 
見えなくなる ジャコメッティ《ヤナイハラⅠ》を徹底的に鑑賞しよう」
藤吉祐子（国立国際美術館）

[ディスカッション ]

美術館は、視覚だけに依らない鑑賞経験をどのようにデザインできるか一日目

二日目 美術館は「絵にさわる」（絵画作品を二次元の触図を通して伝える）体験を
どのようにデザインし、届けることができるか

[課題意識の共有 ] 「さわるコレクション」と全国の美術館における触図の状況から
松山沙樹（京都国立近代美術館）

[話題提供 ] 愛知県美術館での触図制作と活用の事例
藤島美菜（愛知県美術館）

岡山県立美術館での触図制作とワークショップ
岡本裕子（岡山県立美術館）

三つの事例をふりかえって
広瀬浩二郎（国立民族学博物館）＋参加者

「副触図」と触図を考えるキーワード─触図の議論のまえに
広瀬浩二郎（国立民族学博物館）

[ディスカッション ]

京都国立近代美術館

【感想】

パンフレットのナンバリングは、関

係者以外も「感覚をひらく」事業に

参加できることを意識させるのにと

ても良いと思った。また ABC プロ

ジェクトで生み出された触図が、触

図の機能にとどまらず、芸術作品単

体としても楽しめ興味深かった。

【調査概要】

実施日：2023 年 10 月 20 日（木）

場所：京都国立近代美術館　学芸室

【調査対象者】

松山沙樹（まつやまさき）

京都国立近代美術館学芸課研究員。大学で西洋

美術史、大学院で美術館教育を学んだのち美術

館の現場へ。教育普及担当として、学校連携や

展覧会関連ワークショップなど多様な利用者と

美術をつなぐ活動や、見える・見えないに関わ

らず共に楽しめるユニバーサルな鑑賞の可能性

を探る「感覚をひらく」事業を担当している。

【参考資料】

・京都国立近代美術館教育普及室・松山沙樹 ,

2023『令和４年度文化庁 Innovate MUSEUM

事業（地域課題対応支援事業）感覚をひらく研

究会「ひらくラボ」実施報告書』新たな美術鑑

賞プログラム創造推進事業実行委員会

h t t p s : / / w w w. m o m a k . g o . j p / s e n s e s / w o rk _

hiraku_lab.html

・広瀬浩二郎 ,2023『ユニバーサル・ミュージ

アムへのいざない　思考と実践のフィールド

から』三元社

・令和５年度文化庁委託事業「文化施設

の 連 携 に よ る 共 生 社 会 推 進 事 業 」2023,

『CONNECT ⇄＿アートでうずうず つながる

世界　ガイドブック』
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　滋賀県立美術館は、新名神高速道路の草

津田上インターを降りて車で約５分のびわ

こ文化公園の一角にある。駐車場からもバ

ス停からも、緑豊かな公園内の遊歩道を歩

いて美術館にたどり着く。隣には滋賀県立

図書館がある。同館の学芸員の山田創さん

（以降、山田さん）を訪ねた。

１．“ みかた ” の多い美術館展

　お話しを伺う前に、山田さんが中心とな

り担当した展覧会「“ みかた ” の多い美術館

展」のギャラリーツアーをしていただいた。

【図 16-1】この展覧会は企画として実験性

が高い。しかし子どもや家族連れを始め、

予想外に来場者はあるとのことである。同

展の方向性は展示冒頭に示されている。　

滋賀県立
美術館

滋賀県大津市瀬田南大萱町
1740-1 

〒 520-2122

077-543-2113

077-543-2170

https://www.shigamuseum.jp/

住所

電話
ファックス
URL
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　当館も含めて多くの美術館が、公にひ

らくための取り組みを行っています。し

かしながら、実際には、小さな子どもが

いるという理由や、障害があるという理

由などで、美術館に来ることを諦める人

がいることは、現実として認めなくては

なりません。

　本当の意味で、美術館をあらゆる人々

のための場所にするには、なにが必要な

のでしょうか。本展ではこのことをテー

マに、いままで美術館から遠かった人た

ちの観点＝ “ みかた ” を、展覧会の中に積

極的に取り込みました。その結果、本展

　８つの “ みかた ” の中には、館外のグルー

プの人たちと一緒に考えてつくった５つ

の “ みかた ” もある。また、展覧会に関わ

るコーナーや作品の解説は「やさしい日本

語」という考え方をふまえている。冒頭の

展覧会趣旨文は、日本語、英語、中国語、

韓国語、ポルトガル語の５か国語表記とし

た。ポルトガル語は、展覧会開催の時点で、

滋賀県に一番多い在住外国人であるブラジ

ルの方たちの母語である。山田さんは「み

なさんにウェルカムの姿勢で、さまざまな

言語がここにあるのは、大事なことだと思

う」という。

滋賀県立美術館

には８つの “ みかた ” を導入しています

[山田創：2023]

以下に８つの “ みかた ” を記す。

[1 おはなしをして、みる ]

　県内在住の小さな子どもがいる一般家

庭の方とのやりとりでつくった。「子ども

に語り掛ける言葉があれば、もうちょっ

と楽しく過ごせるのかもしれない」と議

論し、美術館側から、おはなしを誘発す

る「おはなしのたね」を設置した。

[2 好きなことをいって、みる ]

　鑑賞者自身がキャプションを書いても

よいようになっている。同館近くの知的

障害がある人の活動拠点づくりを中心に

活動する NPO 法人 BRAH=art. に所属す

る方々と考えたコーナーである。

[3 さわったり、聞いたりして、みる ]

　「ユニバーサル・ミュージアム─さわ

る！ “ 触 ” の大博覧会」（国立民族学博物

館、2021 年）に出品された作品の一部を

借用するとともに、触ることのできる館

蔵品を展示し、触ったり、音を出したり、

寝そべることができる展示である。

[4 見えない、聞こえない世界を考えて、

みる ]

　松井利夫の陶芸作品《つやつやのはら

わた》の展示と盲聾の方との鑑賞ワーク

ショップ記録映像のコーナーと、百瀬文

の映像作品《聞こえない木下さんに聞い

たいくつかのこと》の上映展示がある。

[5 絵の高さを下げて、みる ]

　同館の重要なコレクションである、元

永定正、田中敦子、白髪一雄の迫力ある

抽象画の展示の高さを、重症心身障害者

施設えがおの利用者で構成される「マー

ベルスター NO.1」のメンバー４人と決

めた。その結果、絵画の下面が床すれす

れに近くなるほど低くなった。

[6 思い出して、みる ]

　県内の救護施設ひのたに園で暮らす４

名が来館し作品鑑賞ののちに、各者のラ

イフヒストリーを聞き取り、それを作品

とともに紹介した。聞き取りも担当した

山田さんはそれぞれの思い出を書き出し

た言葉が、「短編小説みたいな奥行きがあ

る」と感じたという。
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【図 16-1】“ みかた ” の多い美術館展　チラシ

２．サポーティブな監視員さん

　鑑賞者が参加する仕掛けが各所にある展

示において、展示を常に見守り、必要とあ

れば鑑賞者の参加の手助けする役割が必要

となる。今回の「“ みかた ” の多い美術館

展」の [8 いっそ自分でつくって、みる ] で

は、教育普及の担当学芸員やボランティア

が休日に参加をサポートした。それ以外の

日や展示においては、一般的に「監視員さ

ん」と呼ばれる、展示室内に常駐するスタッ

フが、それを担った。

　同館の監視員さんは委託業務としており、

美術館運営の内部にいるわけではない。一

般的に監視員は「作品に触れないように」

など鑑賞行為の制限をする役割をする。し

かし今回の「“ みかた ” の多い美術館展」で

は、展覧会の意図を汲み取り、現場で積極

的にコミュニケーションをとっていた。

　例えば [2 好きなことをいって、みる ] で

は、子どもや障害がある人の言葉を聞き

取ってあげていたり、[3 さわったり、聞い

たりして、みる ] では作品を触りやすいよ

うに案内したりしていた。さらには [4 見え

ない、聞こえない世界を考えて、みる ] の

上映時間にあわせて、鑑賞者に声をかけた

りもする。

　展覧会オープン前に、担当学芸員として

山田さんは、監視員さんに展覧会の説明を

行った。山田さん曰く、それは他館でも一

般的であろうとのことであった。それに加

えて、同館の監視員さんは、所属企業で、

障害のある人への対応について講習を受け、

その結果、鑑賞者へのアプローチを実践し

ている状況があるという。

[7 映えて、みる ]

　県内のブラジル人学校「サンタナ学園」

の子ども達とつくったスマートフォンで

自撮りできるコーナー。館所蔵のカンディ

ンスキーの版画を拡大プリントして背景

とした。

[8 いっそ自分でつくって、みる ]

　自由に使える画材が置かれたカラフル

なテーブルやいすがある。鑑賞者が自由

に創作し、壁面に展示ができる。休日には、

沢山の子ども達が「はまったように」楽

しむそうだ。
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３．県立近代美術館から県立美術館へ

　滋賀県立美術館は 2021 年 6 月に再オー

プンした。開館は滋賀県立近代美術館とし

て 1984 年、2017 年から改修にかかる検討

のための休館を経て、名称も滋賀県立美術

館と変更した。

　滋賀県立近代美術館として開館した当初

より鑑賞教育プログラムに力をいれていた。

その頃から勤務している平田主任学芸員は、

現在「アート博士」として美術のアウトリー

チ活動を県内で行っており、同館再任用職

員として、館の教育普及の学芸員へのアド

バイスもしている。同館に以前からあった

「たんけん美術館」プログラムの蓄積も、現

在の教育普及プログラムの「鑑賞をして、

創作体験をする」ノウハウに活かされてい

るという。

　現在の体制は、学芸課長１人、展覧会な

ど企画やコレクションに関する業務を中心

に行う学芸員が７名、教育普及担当者が３

名、広報担当が１名、アーカイブ担当１名

である。他に総務などの管理担当者がいる。

　なお、他館ではあまりないことであるが、

館長の方針で、展覧会を担当した学芸員名

を明記している。

４．作品収集方針の一つとしてのアール・

ブリュット

　同館ホームページの「収集方針とコレク

ションの特色」（注 16-1）によると、開館

以来、①日本美術院を中心とした近代日本

画、②滋賀県ゆかりの美術・工芸等、③戦

後アメリカと日本の現代美術を軸に作品を

収集しており、2016 年からは、④アール・

ブリュット、今後は新たに⑤芸術文化の多

様性を確認できるような作品を収集方針に

加えるとある。

　そのアール・ブリュットについて同館ホー

ムページの「アール・ブリュットについて」

（注 16-2）には、「厳密な定義は難しいので

すが、芸術の教育を受けていない人たちに

よって制作された独自の表現を指す概念」

とし「1940 年代にフランスの画家、ジャン・

デュビュッフェが提唱」としている。また、

同館がある滋賀県において「糸賀一雄、池

田太郎、田村一二らにより、1946 年に障害

のある児童等の入所・教育・医療施設「近

江学園」が大津市南郷に創設され、その土

地の良質な粘土を素材とした造形活動が始

まりました。その後、落穂寮、信楽寮、一

麦寮など、県内の多くの福祉施設で、主に

知的障害のある人たちによる造形活動が活

発に展開され、今に至っています。」と地域

固有の障害がある人の創造活動があったと

の前提をあげている。その上で、同館では

これまでに「アール・ブリュット　̶パリ、

abcd コレクションより̶」展（2008 年）、

「生命の徴　滋賀とアール・ブリュット」展

（2015 年）、「人間の才能 生みだすことと生

きること」（2022 年）の実績があり、「2021

年現在、アール・ブリュットのコレクショ

ンは、県内および国内作家の絵画・陶芸作

品を中心に 155 点」あるとしている。

　山田さんは、「アール・ブリュット」と「障

害のある人の創作」とを完全に切り離して

考えることはできない、と捉えているよう

だ。また、山田さんは、このような背景か

滋賀県立美術館
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ら必然的に、滋賀県立美術館で障害のある

人の作品が展示される機会は、他館と比較

しても多いのではないかとも語る。

　最新の動きとしては、2023年 8月に、日

本財団が所蔵していた、2010年にパリで開

催された第１回アール・ブリュット・ジャポ

ネ展に出品された作品等のうち、美術作品 

44 作家 550 件を受贈した。2024年度以降

に公開予定とのことである。

５．県の文化政策として

　滋賀県の文化政策においては、障害者等

の文化芸術活動やアール・ブリュットにか

かる取り組みに積極的である。滋賀県文化

振興基本方針（第 3 次）（令和３年度（2021

年度）～令和７年度（2025 年度））、滋賀

県障害者文化芸術活動推進計画（令和 2 年

度（2020 年度）から令和５年度（2023 年

度））、美の魅力発信プラン（令和３年度

(2021 年度）から令和７年度 (2025 年度 )）、

文化庁・文化観光推進法に基づき策定し、

文化庁・観光庁から認定を受けた拠点計画

（注 16-3）である「滋賀県立美術館文化観

光拠点計画」（令和 3 年 11 月 10 日認定）

でも、アール・ブリュットについて触れて

いる。

　また同館内には県の施策に基づく「滋賀

県文化芸術振興課美の魅力発信推進室」が

あり、同館ホールにおいて「アートと障害

を考えるネットワーク 2023」や、エントラ

ンスにて、信楽焼という伝統工芸の分野と、

アール・ブリュットをコラボレーションす

るプロジェクト展示を行っている。

６．ざまざまな触図が紹介された常設展

　冒頭で紹介した企画展「“ みかた ” の多

い美術館展」と同時開催された「さわる

SMoA コレクション」において、館コレク

ション作品と、その触図が展示された。教

育普及担当者が企画の中心となった。目を

引くのは、フランク・ステラが 1967 年に制

作した《イスファハーン》という大きなタ

ブローが、実物と同じスケールで再現しつ

つ、上辺を手でさわることのできるように、

下部をカットした模型と並んで展示されて

いることである。【図 16-2】

　触図は、他館からの貸し出し希望があっ

ても、触ることにより劣化していくため貸

し出しは難しい。一方で、大きくないもので、

凹凸をつけるものであれば、毎回刷り直す

という方法もあり得る。その場合は、絵画

作品などの凹凸をつけて転写する触図のデ

ザインが重要となる。そのデザインさえあ

れば、触図を貸し出すのではなく、デザイ

ンを貸し出すという可能性も考えうるかも

しれないとのことであった。

７．民間ミュージアムの経験

　今回お話しをうかがった学芸員の山田さ

んは、一昨年、2022 年の夏まで、社会福祉

法人グローの職員として同法人が運営する

ボーダレス・アートミュージアム NO-MA

（以降 NO-MA と略す）の学芸員であった。

同館は滋賀県近江八幡市の古い日本家屋を

改築した小規模ミュージアムであり、障害

がある人達の創作作品と現代美術を並行的
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に展示している。山田さんは NO-MA にお

いて、障害がある方の創作の発表の場を一

般化させる役割は、ある程度を果たしたと

考えていたころに、ユニバーサル・ミュー

ジアムを提唱する広瀬先生と出会いもあり

「障害がある方と美術鑑賞をつなぐ」という

活動に 2020 年頃から取り組んでいた。

　NO-MA で の 経 験 は、 滋 賀 県 立 美 術

館で生かされているのだろうか。例えば

NO-MA の展示空間は小規模だが、県立美

術館は大きい。学芸員として展覧会づくり

に戸惑いはなかったのか。調査者から山田

さんに問うてみた。

　山田さんは「NO-MA では出張展示など

で、大会場の経験もあり、規模については

縮小拡大の感覚で行けた」とのことである。

しかし「今回の展覧会をつくるにあたり、

根本的に構造が違う点は、コレクションの

作品を使う」ことだったと言う。NO-MA

にもコレクションはあったが、それよりも

はるかに多くの国内外のさまざまな著名な

作家の作品が滋賀県立美術館にコレクショ

ンされている。NO-MA での企画展は、さ

きにテーマを決め、そのテーマにあわせて

学芸員が作家を選ぶ。全国にどのような障

害がある人のどのような作品があり、どの

ような作家がいるかという情報量は、山田

さんと、もう一人の NO-MA の学芸員の横

井悠さんで、相当数の蓄えがあった。した

がって、企画の中でテーマをあげれば、仔

細に検討し選んでいくことが可能であった

という。しかし、滋賀県立美術館では、定

期的にコレクションを活用した展覧会を開

催しており、今回の「“ みかた ” の多い美術

滋賀県立美術館

【図 16-2】フランク・ステラ《イスファハーン》（右）とその模型（左）との展示風景
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館展」も、同館のコレクションをベースと

した展覧会であった。膨大なコレクション

の中から選んでいくという作業があり、そ

こが NO-MA での展覧会と異なる部分で

あったという。採用から展覧会まで１年半

と期間も短く、初めての経験であったが、

それは楽しい作業でもあったそうだ。

【感想】

障害者等の文化芸術活動への取り組

みと地域連携が展覧会を通して同時

に行われている美術館だと感じた。

また民間ミュージアムと公立美術館

との双方の経験を持つ、障害者等の

文化芸術活動に関する専門性の高い

学芸員の存在に魅力を感じた。
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【調査概要】

実施日：2023 年 10 月 23 日（月）

場所：滋賀県立美術館　展示室

【調査対象者】

山田創（やまだそう）

2017 年からボーダレス・アートミュージアム

ＮＯ - ＭＡ学芸員、2022 年から滋賀県立美術

館学芸員（専門はアール・ブリュット）。「障

害者福祉の現場で生まれる美術的なモノ・行

為・関係性」、「自閉症者の美術的表現」、「障

害者と美術鑑賞の関係」、「社会課題とキュレー

ション」などに関心を持ち、研究、執筆、展覧

会づくり、場作りを行う。主な担当展に、「” み

かた ” の多い美術館展」（2023、滋賀県立美術

館）、「反復と平和̶̶日々、わたしを繰り返

す」展（2022, ボーダレス・アートミュージア

ム NO-MA)、「79 億の他人̶̶この星に住む

すべての「わたし」へ」展（2021、ボーダレス・

アートミュージアム NO-MA）など。

【参考資料】

滋賀県文化振興条例

『滋賀県文化振興基本方針（第 3次）』

『滋賀県障害者文化芸術活動推進計画』

『美の魅力発信プラン』

『滋賀県立美術館文化観光拠点計画（令和 3 年

11 月 10 日認定）』

山田創『“ みかた ” の多い美術館展　さわる知

る　読む聞くあそぶ　はなしあう　「う～ん」

と悩む　自分でつくる！　展覧会ガイド + 作

品リスト』滋賀県立美術館

（注 16-1）

ht tp s : / /www. sh igamuseum. jp / about - the -

collection/collection-policy/

（最終閲覧：2024 年 2月 6日）

（注 16-2）

ht tp s : / /www. sh igamuseum. jp / about - the -

collection/artbrut/

（最終閲覧：2024 年 2月 6日）

（注 16-3）

本リサーチの対象館においては滋賀県立美術館

の他に十和田市現代美術館が認定されている。

滋賀県立美術館
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　八戸市の中心街にある美術館に入ると

ジャイアントルームと呼ばれる大きなエン

トランスがある。主事兼学芸員の田村由衣

さん（以降、田村さん）、同、高橋麻衣さん

（以降、高橋さん）にお話をうかがった。

１．100 年後の美術館

　八戸市美術館は、1986 年に開館し 2017

年に閉館、建て替えして 2021 年に再開館し

た。同年に施行された八戸市美術館条例の

第１条には「美術品及び美術その他の芸術

に関する資料の収集、保管及び展示並びに

美術その他の芸術に関する調査研究及び普

及活動を行うことにより、市民の文化及び

芸術の振興に資するとともに、文化芸術活

動を通した様々な出会い、学び及び交流の

機会を提供し、もって新たな文化の創造と

八戸市全体の活性化を図るため、美術館を

設置」するとあり、通常の美術概念の枠に

おさまらない、出会いや交流をも明文化し

ている。八戸市新美術館管理運営基本計画

（平成 31 年 1 月策定）には美術館のビジョ

ンを「種を蒔き、人を育み、100 年後の八

戸を創造する美術館～出会いと学びのアー

トファーム～」とし、中期運営計画でもそ

れを大項目として置いており、設置に込め

られた美術館の使命は 100 年という、ゆっ

くりとした時間枠の中にある。（注 17-1）

八戸市
美術館

青森県八戸市大字番町 10-4 

〒 031-0031

0178-45-8338

0178-24-4531

h t t p s : / / h a c h i n o h e - a r t -

museum.jp

住所

電話
ファックス
URL
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２． 手話付きガイドツアーをはじめるきっ

かけ

　手話通訳者付きで学芸員と展覧会を巡る

「手話付きガイドツアー」に取り組みはじめ

たきっかけは、昨年度 2022 年 11 月に行っ

た「アートファーマープロジェクト種さが

しラボ 02　館長座談会『美術館のアクセシ

ビリティ』」である。同プログラムでは、八

戸市美術館の館長と、アーツカウンシル東

京のディレクター森司さん、聾唖者の両親

をもち、「めとてラボ」( 注 17-2) にも所属

するインタープリターの和田夏実さんの三

者が対談した。

　その後、アクセシビリティのプログラム

を具体的に進めるために、「めとてラボ」の

メンバー２名と、青森県在住の学芸員資格

をもつ聴覚に障害がある方１名の計３名を

招いて、障害のある方の話をうかがった。

　その中で、「聴覚障害者の方たちは、美術

館は、自分たちとあまり関係がないと思っ

ている」「絵は目で見るので、耳の聞こえ

ない方にとってハードルはほぼないと思わ

れがちだ。文字を読めば情報は知れる。し

かし手話を主たる言語とする人々にとって、

手話で質問や話をするなどがないとコミュ

ニケーションがとれたように思えない」と

いう意見が出た。学芸員の高橋さんは「手

話のガイド表示」があることで、聴覚障害

者に理解があるという美術館側の姿勢が見

え、そのことで障害のある方たちに「自分

たちにも開かれているんだ」と理解される

ことに気付かされたという。一方で、手話

通訳にかかる費用が、分単位で決まってお

り、限られた時間の中で行える企画を考え

る必要があることも学んだ。ガイドツアー

であれば、時間が決まっており、手話の対

応が館内にあることも示しやすかった。そ

のため、八戸市美術館では「手話付きガイ

ドツアー」にまず取り組むこととした。

３．美しい HUG ！手話付きガイドツアー

　展覧会「美しい HUG ！」（2023 年 4 月

29 日から 8 月 28 日）においては、同館所

属の６名の学芸員が、それぞれ、「美術館運

営スタッフに聞く見どころツアー」「手話

付きガイドツアー」「建築家と見るガイド

ツアー」「造園屋さんと見るガイドツアー」

「野点プロジェクトメンバーと見るガイドツ

アー」「タノミマスプロジェクトメンバーと

巡るガイドツアー」と異なるテーマで、土

曜日の 11：00 ～ 12：00 にガイドツアーを

実施した。参加希望者は、申込不要、当日

先着 10 名程度、参加無料だが展覧会観覧チ

ケットが必要である。

　高橋さんは「手話付きガイドツアー」を

担当した。定員 10 名であったが、聴覚障害

のある方が 10 名、一般の方が５名で、合計

15 名となった。全体で 1 時間。手話通訳者

２名が交代しながらツアーに同行した。

　準備段階で、以前、話をうかがった、県

内在住の学芸員資格をもつ聴覚障害者の方

にアドバイスを求めた。例えば、黒川岳に

よる石の彫刻《石を聴く》は、一抱え以上

ある大きな花崗岩に人の頭の大きさぐらい

の穴があり、その穴に頭を入れて鑑賞する

作品である。通常ならば《石を聴く》とい

う作品名なので「石を聴いてみてください」

八戸市美術館
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と解説する。しかし、聴覚障害がある方に

は「聞く」という行為は分かりにくい。そ

こで「感じてみてください」と言い換えて

はどうかなど、当事者ならではの視点から

具体的なアドバイスをもらった。また、当

初は学芸員の作品解説だけを手話通訳する

予定だったが、手話通訳がいるのならば、

もっとコミュニケーションを取ってもいい

のではないかと、対話型のツアーとなった。

さらには、鑑賞終了後に感想を共有する時

間を 10 分程度の質問タイムとして設けた。

　ツアー当日、青木野枝の鉄の彫刻作品《も

どる水／八戸》について、日の光や照明の

当たり方により見え方が変化するので「夜

見ると雰囲気が違うと思います」という感

想をはじめ、見え方や感じ方について話

が弾んだ。手話付きの鑑賞ツアーの参加者

全員から質問やコメントが出るほど興味を

もってくれた。【図 17-1】

４．社会福祉施設への作業依頼

　「美しい HUG ！」展の出品作品の一つ

《タノニマス》は、アーティストの顔をかた

どったお面に、来館者が自由にデコレーショ

ンする参加型作品である。展示前に、お面

に穴をあけて紐を通しておく作業が必要で

あった。その紐通し作業を、アーティスト

や美術館スタッフだけではなく、市内の社

会福祉施設に通所する社会人の方々に依頼

した。作業の前に、どのような作品なのか

理解を深めてもらうために、アーティスト

によるワークショップを開催し、実際にデ

【図 17-1】「美しい HUG！手話付きガイドツアー」の実施風景。右は青木野枝《もどる水／八戸》の部分
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コレーションしてもらった。ワークショッ

プには社会福祉施設を利用している高校生

も参加した。その作品は同展に展示され、

社会福祉施設の方たちも来館し鑑賞した。

　同展は、美術館と来館者、作品と来館者、

市民やまちの人と美術館が HUG ！しあう、

というコンセプトであった。そのため、作

品を介して、美術館の外の様々な場や人と

つながろうという主旨に沿う動きであった

という。

５．アートファーマー

　同館では、美術館活動に主体的に関わる

市民を、アートでコミュニティを耕して育

む「アートファーマー」と呼んでいる。様々

な属性の人々や地域資源が出会い、アート

を通して地域社会のことを考えたり、アー

ティストとの創作活動に取り組んだりする

「アートファーマープロジェクト」を継続し

て実施している。例えば前述の《タノニマス》

であれば、作品の準備や作品の説明、観覧

者がお面をデコレーションするための道具

の整理などをアートファーマーが担った。

《タノニマス》のアートファーマーを「タノ

ミマス」と名付け、高校生以上をホームペー

ジや市の広報誌で募集した。面接などの選

抜はなく、希望する人は誰でも参加可能だ。

参加者の年齢は幅広く、高校 2 年生からご

年配の方まで約 30 名が参加した。最高齢の

方は車椅子で、親子で参加。他にも近所の

友達や家族を誘って、周囲を巻き込んで参

加する方もいた。

　展示には同館の案内員が常駐していたた

め、アートファーマーは土日や仕事終わり

など、各々のできる範囲で活動した。会期

前に、全４回の説明会を開催し、アーティ

ストからの作品レクチャー、会場での来場

者との対話を想定した対話型鑑賞、お面の

準備作業、材料の仕分けなどを行った。

　「タノミマス」のメンバーは、自発的に

LINE グループを立ち上げ、そこでは八戸

市美術館に限らないアート情報を活発に交

換しているという。また、災害時の来館者

避難誘導についても、同館の決まった動線

を確認しつつ、具体的にどう案内すると良

いのかといった情報もメンバー間で確認し

ていた。このようにアートファーマーはアー

ティストの作品の意図を汲みつつ、積極的

に活動していた。

６．行政・学校・市民との連携の中で

　行政や学校、市民との連携について、主

に田村さんにうかがった。同館では、市の

障害者雇用の方針に沿って、障害のある方

が市の会計年度任用職員として任用され、

展覧会の案内員などの業務を行っている。

　また、2020 年に立ち上げた「学校連携プ

ロジェクトチーム」(注 17-3) の取組がある。

令和５年度のチームメンバーは、八戸市内

の小学校・中学校・高等学校の教員と元教員、

美術館学芸員、学校連携コーディネーター、

専門家であり、チームメンバーが自由に使

用できる「ラボ」を美術館内に設け、情報

交換を行うとともに、全国の美術教育の事

例などの研究や、教育現場で活用できる美

術教育のためのプログラムやツールの開発・

八戸市美術館
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実践を行っている。学校連携プロジェクト

チームの活動とは別に、障害がある子ども

たちの鑑賞を受け入れる機会もあり、昨年

度は聾学校の小学生の来館もあった。「学校

連携」は、教員や団体からの申込時に、障

害がある児童や生徒が来館することを把握

した際には、合理的配慮について事前にた

ずねる。「話を聞くときは、できるだけお客

さんがいない、落ち着いた部屋がいい」、「静

かな部屋で待機したい」という希望があれ

ば、そのための会議室などを用意しておく。

このように「館では、当日こういうことが

できますよ、どういうことをしたいですか」

というようなやりとりを行っている。学芸

員に案内してほしいという希望にも応じる。

そのような学校連携事業の周知方法は現在

検討中である。

　同館の他館にはないだろうアドバンテー

ジは、館内が飲食可能という点であろう。

建築として特徴的なジャイアントルームは、

出入り自由、使い方も自由、飲食も可であり、

子どもであっても安心して来館できる雰囲

気がある。見学に来た子どもたちの昼食の

場に使われることもある。このジャイアン

トルームは、エントランスとしての役割の

ほかに、展示スペースや学生の勉強場所な

ど様々な用途で使われている。建築として

吸音を考慮し、おしゃべりや子どもたちの

声が響きにくい。展示やトークイベントな

どの各活動が同居できるように配慮がなさ

れている。いわゆる「美術館」といった厳

かな雰囲気はないが、その代わりに親しみ

やすさがある。さらに、市街地にありアク

セスが良く、敷居が低いことが強みである。

　なお、一般の展覧会のための貸館も行って

おり、公募展の展示会場となることもある。

　このようにひらかれた美術館として歩みを

進めているが、一方で、「従来の美術館らし

さ」を求めている市民もいるという。それら

も踏まえながら、市街地にあり、ジャイアン
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トルームというひらかれた空間をもつ、よい

意味での「敷居の低さ」がある美術館の特

性を活かしていく方向を模索中である。

　また、「地域の芸術や文化、まちの歩みに

寄り添いながら、未来を見据え、多様な価

値観を創出し、人を育むための美術資料の

収集を行う」というコレクション収集理念

のもと、約 3000 点の日本画、洋画、版画、

書、彫刻、工芸分野の美術品を所蔵している。

この中には、八戸市立湊中学校養護学級生

徒による《虹の上をとぶ船総集編Ⅱ　星空

をペガサスと牛が飛んでいく》1976 年もあ

る。【図 17-2】（注 17-4）

【感想】

訪問時、ジャイアントルームと呼ば

れる大きなエントランス空間には、

さまざまな年代の方たちがリラック

スした様子で行き交っていた。ある

時には書道パフォーマンスもあった

とのこと。また、障害がある方たち

が参加する書道展も開催されたそう

だ。この地域では、身近な表現とし

て「書」があることにも気付かされ

興味深かった。

【図 17-2】八戸市立湊中学校養護学級生徒《虹の上をとぶ船総集編Ⅱ星空をペガサスと牛が飛んでいく》1976
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(注 17-4)

「八戸市美術館は、昭和 30 年代～ 50 年代に制

作された教育版画作品を大小合わせて 500 点

以上収蔵している。これらの作品は、教師の坂

本小九郎（さかもとしょうくろう）(1934 ～ )

が八戸市内の中学校で指導した版画であり、平

成 15 年度に坂本から八戸市美術館に寄贈され

た。寄贈作品には、八戸市立鮫中学校生徒が制

作した木版画集『海の物語』をはじめ、八戸市

立南浜中学校生徒の「南浜のくらし」や「うみ

う」をテーマにした作品、八戸市立江陽中学校

生徒の「船」の木版画、そして八戸市立湊中学

校養護学級生徒による船の物語を表現した木

版画などが含まれている。中でも、湊中学校養

護学級の生徒が共同制作で完成させた木版画・

《虹の上をとぶ船 総集編Ⅰ》と《虹の上をとぶ

船 総集編Ⅱ》は、坂本の版画教育への姿勢と、

当時の中学生たちの感受性を今に伝える代表

作として知られる。総集編ⅠとⅡは、それぞれ

４点の作品から成り、１点あたりのサイズが縦

１m、横２mと大型の作品である。各作品には、

主人公の空飛ぶ船が出会う様々な場面が描か

れている。生徒たちが話し合って物語を作り、

協力しながら制作した。」( 解説執筆者 : 八戸

市美術館　篠原 英里、ホームページ「はちの

へヒストリア」文化財年表「教育版画」より　

https://historia8.org/chronological-table/、 最

終閲覧 2024 年 2月 4 日 )
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【調査概要】

実施日：2023 年 11 月 8日（水）

場所：八戸市美術館　会議室

【調査対象者】

田村由衣（たむらゆい）

八戸市美術館主事兼学芸員。2019年から現職。

展覧会や学校連携事業を担当。

高橋麻衣（たかはしまい）

八戸市美術館主事兼学芸員。2014年～ 2020年ま

で、八戸市まちづくり文化推進室にて、アートプ

ロジェクトの企画運営を行う。2020年 4月より

現職となり、展覧会やプロジェクトを担当する。

【参考資料】

八戸市美術館 ,2023『美しい HUG ！』

八戸市美術館条例

八戸市 ,2016 年『第 6次八戸市総合計画』

八戸市 2019 年『八戸市新美術館管理運営基本

計画』

八戸市 ,2020 年『八戸市美術館中期運営計画』

八戸市 ,2022 年『第７次八戸市総合計画』

八戸市美術館

（注 17-1）

市の総合計画は、2023 年現在、第７次総合計

画（2022 年度～ 2026 年度）である。再開館

当時は第６次総合計画（2016 年度～ 2021 年

度）であり、その中の「総合的に取り組む６つ

の政策」と「重点的に取り組む５つのまちづく

り戦略」の「５つの戦略」の４番目「魅力づく

り戦略」における「アート・スポーツプロジェ

クト」の項目において【施策１】アートのま

ちづくりの推進と、美術館整備も含む文化芸

術活動がまちづくりに位置付けられている。一

方で、現在の第７次においては、「６つの政策」

が上位となり、「戦略」という位置付けはなく

なっている。その第７次の概要において、美術

館との明記はないが文化芸術活動は、「政策１

「ひと」を育む」の施策の方向性「Ⅱ教養・文

化・スポーツを通し人生を豊かにする」の「②

文化芸術の振興」に位置付けられている。第６

次から第７次の自治体文化政策において美術

館が「まちづくり」から「ひとづくり」に位置

付けの変化があったようだ。

（注 17-2）

東京を拠点に活動する、視覚言語（日本の手話）

で話すろう者・難聴者・CODA（ろう者の親

をもつ聴者）が主体となり、異なる身体性や感

覚世界をもつ人々とともに、自らの感覚や言語

を起点にしてコミュニケーションを創発する

場をつくるプロジェクト。

（注 17-3）

2023 年 8 月 7 ～ 8 日に大阪で開催された「美

術館を活用した鑑賞教育の充実のための指導

者研修」( 主催：独立行政法人国立美術館 ) に

おいて、八戸市美術館は「学校連携プロジェク

トチーム」の事例報告を行った。
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　官庁街の大通りに面した芝生の敷地のカ

ラフルな屋外彫刻とともに、白い大小の箱

型の建物がリズムよく並んでいるのが十和

田市現代美術館である。キュレーターの見

留さやかさん（以降、見留さん）と、管理

運営統括の豊川大樹さん（以降、豊川さん）

にお話しをうかがった。

１．アートでまちづくり

　十和田市中心市街地活性化基本計画の第

１期は平成 22（2010）年に策定され、現在

の基本計画の２期は平成 31（2019）年 に

策定された。その基本理念は「アートの感

動を共有し、賑わいと暮らしが共鳴する街

とわだ～市民の暮らしを支え、人々が集い・

活動する中心市街地を目ざして～」とあり、

アートがまちづくりのキーワードとなって

いる。

　それに先立つ平成 17 年（2005）3 月に

「十和田市野外芸術文化ゾーン基本計画」が

策定され、平成 20 年（2008）にはその中

核施設として十和田市現代美術館がオープ

ンした。同館の開館以降、衰退が進んでい

た十和田市街地の知名度や集客力は向上し、

全国から注目され、アートでまちづくりを

すすめる十和田の象徴となっている。

　同館の学芸チームは館長、エデュケー

ターあわせて５名。その一人、キュレーター

の見留さんは入職以来、同館のコレクショ

ン管理や展覧会を担当する傍ら非常勤のス

十和田市
現代美術館

青森県十和田市西二番町 10-9 

〒 034-0082

0176-20-1127

0176-20-1138

https://towadaartcenter.com/

住所

電話
ファックス
URL
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タッフとともに、教育普及プログラムも兼

任していた。３年前にエデュケーター１名

が新規配置された。

　同館は 2012 年より指定管理者制度で運

営されて３期目となる。運営者であるエヌ・

アンド・エー株式会社は、青森県内の弘前

れんが倉庫美術館の運営にも関わっている。

運営においては市からの指定管理料に加え

て入館料も重要である。コロナ禍前の令和

元年度においては、来館者数は年間 15 万人

程度、うち県外からの来館者が 70％を占め、

さらにそのうち台湾や中国大陸などの海外

からの観光客が入館者の５～６％を占めて

いる。（注 18-1）一方で、公的施設として、

高校生以下は無料、障害者手帳を持つ方は、

当人と付き添いは無料としている。また団

体割引もあり、介助で付き添う職員への減

免措置もある。

２．建築と一体化した常設展

　同館の建築は大きな一棟があるのではな

く、敷地内に展示室群が各々連なるように

配置されている。これは美術館内の活動が、

街に連続してゆくような開放性を意図して

いるという。また同館の常設展示、38 人の

アーティストによる 43 作品は、すべて、同

館のために制作されたものであり、建築の

設計段階から作品と空間が深く結びついて

おり、それは展示室のみならず、中庭や屋上、

階段室などにも及ぶ。

　見留さんによると、「まちの中に作品を点

在させていて、まち自体を美術館にみたてる

構想」により、「美術館と外の空間が、つな

がっていく仕組みと」して、屋外と館内が

「同じような地面のレベルにあわせている」

ため「アクセスしやすくなっている」との

ことであった。同時に、美術館にしては珍

しく外壁がガラス張りであり、外からも視

覚的に作品鑑賞できることも、美術館と外

の空間のつながりを示すものであるという。

【図 18-1】

　常設作品のなかにはハンス・オプ・デ・ベー

クによる《ロケーション５》や、栗林隆《ザ

ンプランド》など、作品の中に入り、作品

を触ることで、鑑賞できる美術作品もある。

特に《ロケーション５》は照明がほとんど

ないため、暗闇の中で鑑賞するような雰囲

気がある。

十和田市現代美術館

【図 18-1】十和田市現代美術館 外観　撮影：太田拓実
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　同館を訪問する鑑賞者は、無料のオーディ

オガイドを借りられる。ガイドは日本語、

英語、韓国語、中国語の４か国語に対応し

ている。なお、台湾からの観光客が多くを

しめるため、台湾の方にわかりやすい中国

語に対応している。(注 18-2)

３．観光推進拠点としての美術館

　文化庁の文化観光推進法に基づき認定さ

れた拠点計画及び地域計画として「十和田

市現代美術館を中核とした十和田市文化観

光推進拠点計画」（令和 2 年 11 月 18 日認

定）のもと、観光に寄与する文化施設とし

て、観光客に向けた鑑賞体験プログラムの

ためのエデュケーター配置や、照明の LED

化、案内の多言語化、サテライト展示などを、

行政と連携して積極的におこなってきた。

　同館の所轄部署は十和田市の商工観光課

（観光振興）である。文化庁からの「障害者

による文化芸術活動の推進に関する法律の

施行について」や、それに基づく各美術館

へのアンケート調査等は同市の教育委員会

に最初に届く。同館運営には市教育委員会

との関係づくりも欠かせない。

　なお、2014年 10月 4日から 19日まで「ポ

コラート宣言 2014 十和田展」と題し、東京

都千代田区とアーツ千代田 3331 の障害者

アート支援事業として始まった「ポコラー

ト公募」展 （2014 年 10 月から 2015 年 1月

まで）の出品作品 4820 作品・2292 人の中

から選出された 54 名の障害がある創作者に

よる作品展を全国三か所（青森、秋田、高知）

の巡回展の一つとして実施した。これ以外

に、障害者等の創作が中心となる展覧会は

行っていない。

４．百瀬文「口を寄せる」展の鑑賞ツール

　2022 年 12 月 10 日から 2023 年 6 月 4 日

まで、企画展「百瀬文　口を寄せる」を開

催した。見留さんが担当した。現代美術家

の百瀬文は、「コミュニケーションのなかで

生じる不均衡をテーマに、セクシャリティ

やジェンダーの問題を鋭くとらえ、作品を

制作する」[見留：2022]アーティストである。

2013 年のデビュー作《聞こえない木下さん

に聞いたいくつかのこと》は、聴覚障害の

ある木下さんと百瀬が対談する映像作品で

ある。十和田では、《声優のためのエチュー

ド》を新制作した。【図 18-2】同作品につ

いて見留さんは以下のよう描写している。

　「百瀬が初めて制作したサウンドインスタ

レーションで、「声」をテーマにしている。

鑑賞者は真っ暗な会場の中に入るが、前

もあまり見えず、自分がどこに向かうか

もわからないまま、手探りで前にすすん

でいく。声が流れる方へと足を運ぶと、

声と連動して電球の光が揺らいでいる。

目が慣れると声を収録する録音室のような

空間にいることに気づき、壁際にあるベ

ンチに腰をかけて作品を鑑賞する。鑑賞者

は声を聞き明かりを見ながら、思い思い

の映像や人物を「見る」ことになる。「声」は、

一人の声優が少年から女性へと声色を変

えて同じセリフを繰り返すものである。

声優の声色が変化するなかで、特定のジェ

　耳の聞こえない方に、この作品をどう鑑

賞してもらうのが良いのだろうか。見留さ

んとエデュケーターは、ちょうど来館した、

耳の聞こえないアートナビゲーターの小笠

原進也さんに、鑑賞ツールについて相談し

た。「作品自体が何を伝えたいのか、そこで、

それに近づくためにどういうものが必要か」

と考えればよいとのアドバイスを得た。そ

こで耳の聞こえない人のための鑑賞ツール

に「こういう部屋にはこういうものがあり

ます、これにはこういう声が聴こえていま

す」と記すこととした。

　耳の聞こえない方にも利用しやすい鑑賞

ツールができた。しかし、この展覧会では

実際に耳の聞こえない方たちからのフィー

ドバックをもらう機会をつくることはでき

なかった。

５．百瀬文「口を寄せる」展の企画理由と耳

の聞こえない方とのつながり

　見留さんが、百瀬さんをアーティストと

して企画展に招いた理由の一つに、十和田

市と周辺地域に強く残る家父長制の雰囲気

がある。百瀬さんの作品には、「家族」とは

異なる人と人とのつながりのあり方が示され

十和田市現代美術館

ンダーを想定できない瞬間や、身体が見

えないゆえに、声で身体を補うように過

剰にジェンダーを演じているように聞こ

える瞬間がある。」[見留 2023：113]

【図 18-2】百瀬文《声優のためのエチュード》2022、会場風景
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ているともいえる。「一個人の中にも複雑な

属性があるように、自己と他者の関係性は誤

読も誤解も生じる。複雑なままを整理せず、

区別しない状況を見せたかった。」との思い

があったという。結果的に、これまで同館に

来ることがほとんどなかった、聴覚障害者と

のつながりもつくることができた。

　展覧会会期中に行った百瀬文の映像作品

上映会のトークでは手話通訳をつけた。同館

は音が反響しやすい建築である。どんなに

大きな声を出しても聞こえづらいことも少

なくない。百瀬さんの作品においては、音を

使う作品であったたため、壁と天井の反響

を考慮しなければならなかった。壁材を工

夫することで、音がかなりクリアになった。

　展覧会には、作品に登場する、耳の聞こ

えない木下さんも来館した。鑑賞に同行し

た見留さんは、《声優のためのエチュード》

という音の作品においては、木下さんが他

の鑑賞者の動きを見ながら、作品を見てい

ることに気づかされた。さらに、前述の音

が響かないための吸音材などに意識を向け

ていた。短時間ではあったが、声は出さず

に UD トークで一緒に鑑賞した見留さんは

「とても良い鑑賞経験」との印象を抱いた。

６．地域へ +聴覚に障害がある方との鑑賞会

　同館は設立経緯から観光客をターゲット

としてきたが、同時に「身近な地元のアク

セスしにくい人たちに向けての視点を考え

なきゃいけない」と、見留さんはエデュケー

ターと常日頃から話していたという。しか

し、やりたい気持ちはあっても、新たな活

動を行うには時間的余裕が充分とは言い難

い。現在、街中には、番地から「14-54」と

名付けられた分室があり、ライブラリース

ペースとしても機能し、展示にも使用して

いる。分室の活動が軌道にのるように、サ

ポーターもうごいている。今後の展開の糸

口になる可能性がある。

　同館周辺にある屋外彫刻を、近所の幼稚

園児が見に来ることも少なくない。生まれ

て初めて触れる作品が現代美術であること

は、将来どのように影響するのだろうか、

長期的な期待ももてる。

　百瀬展をきっかけに生まれた手話通訳と

連携し「聴覚障害者のためのギャラリートー

ク」を夜間開催する試みもはじめた。見留

さんによると、参加者は 15 名、初めて美

術館に来た人や、これまで来館したことが

ある方など、作品鑑賞の経験が異なる方々。

１つの作品を 40 分以上かけて、質問や手

話のおしゃべりも交えて鑑賞したので、作

品に関していろいろな気づきが多いようで

あったとのこと。企画者としては、参加 15

名よりも少ない５名から７名程度の鑑賞会

も試し、落ち着いて鑑賞できる最適人数を

考えてみたいとのこと。また、当初は UD

トークの使用も考えたが、結果的に、手話

通訳に入ってもらったことで作品鑑賞の視

線の動きも楽であったとの感想があり、手

話通訳の必要性を感じた。今後、定期開催

も視野に入れ、他館の事例も学んでいきた

いとのことであった。

十和田市現代美術館

【感想】

訪問時、多くの観光客が来館し、ま

た野外彫刻を幼稚園の子ども達が眺

めていた。館内の彫刻は触ってもよ

いもの、よじ登るものもあり体感的

で予備知識がなくとも楽しめた。一

方で少し難解とも思える現代美術

の企画展を通して地域の障害がある

方々と共に鑑賞する機会がつくられ

つつあり興味深かった。

（注 18-1）

文化庁文化観光推進法に基づき認定した拠点

計画及び地域計画（https://www.bunka.go.jp/

seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/92441401.

html）にある

十和田市現代美術館を中核とした十和田市文

化観光推進拠点計画（十和田市）を参照した。

（注 18-2）

訪問時の企画展「劉健華中空を注ぐ」のアー

ティストは上海出身であり、展示のハンドアウ

トには、中国語簡体字と繁体字と日本語と英語

の４種類を使用していた。

【調査概要】

実施日：2023 年 11 月 9日（木）

場所：十和田市現代美術館　休憩スペース

【調査対象者】

見留さやか（みとめさやか）

十和田市現代美術館 キュレーター。2020 年ま

でキュレーターとエデュケーターを兼務。地中

美術館に勤め、その後トータルメディア開発研

究所を経て、2016 年より現職。主な近年の企

画に「名和晃平 生成する表皮」(2022)、「百瀬

文 口を寄せる」（2022）、「劉建華 中空を注ぐ」

(2023) など。

豊川大樹（とよかわひろき）

十和田市現代美術館 管理運営統括。2009 年よ

り十和田市現代美術館に勤務。展示設計、イン

ストーラー、広報、運営を経て現職。　

【参考資料】

2020『十和田市現代美術館　活動記録』十和

田市現代美術館

2020『十和田市現代美術館　作品集』十和田

市美術館

2020『十和田市現代美術館を中核とした十和

田市文化観光推進拠点計画』

百瀬文 ,2023『百瀬文　口を寄せる』美術出版社
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　住宅街に溶け込む、赤レンガづくりの鋸

屋根を持つ建物が一宮市三岸節子記念美術

館である。道路から駐車場、さらに美術館

の玄関近くまでが平坦で、自動車でのアク

セスがスムーズである。学芸員の野田路子

さん（以降、野田さん）にお話をうかがった。

１．小規模ミュージアム

　一宮市三岸節子記念美術館は、同地出身

の画家三岸節子を顕彰する美術館として、

画家の生家跡に建設された。1998 年に尾西

市三岸節子記念美術館として開館し、2005

年の市町村合併に伴い、一宮市三岸節子記

念美術館となった。現在、三岸節子の代表

作等約 100 点をはじめとする関連資料・作

品を所蔵する同館は、日本の女性洋画家の

草分けである三岸の研究に欠かせない存在

である。美術館では三岸の作品に関わる常

設展とともに、関連する特別展や講演会、

ワークショップ、コンサートの開催、展示

室の市民への貸し出しなども行っている。

　現在の運営体制は、学芸員４名（うち

２人が常勤の正職員で、残り２人が会計年

度任用職員）である。教育普及の専任者は

いない。

　同館は一般社団法人全国美術館会議の「小

規模館研究部会」に参加する小規模館であ

るという。小規模館とは、「建物や予算の規

模、あるいは収蔵品やスタッフの数などに

おいて、自らが＜小規模＞と自認する美術

愛知県一宮市小信中島字郷南
3147-1 〒 494-007

0586-63-1892

0586-63-2893

https://s-migishi.com/

住所

電話
ファックス
URL
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一宮市
三岸節子
記念美術館

館・博物館」であり、同会議の他の研究部

会と違い「個人ではなく館単位で加盟」で

あり、「加盟館には作家の個人名を冠した美

術館が多い」とのことである。

２．『さわるアートブック』の連携館

　一宮市は愛知県内にある。『さわるアート

ブック』は、愛知県美術館が中心となり、

県内９つの美術館が連携して作成した点字

と触図による各館のコレクションの鑑賞ガ

イドである。文化庁の補助金（平成 24 年度

文化庁 文化遺産を活かした観光振興・地域

活性化事業及び平成 25 年度文化庁 地域と

共働した美術館・歴史博物館創造活動支援

事業）を活用し、①②の２巻において合計

17 作品を紹介する「アートブック」を発行

している。また本の発行のみでなく「晴眼

者向け PDF（pdf）」「作品触図・解説点字

PDF（pdf）」「作品解説読み上げ音声（wmv）」

「作品解説点字データ（base）」「各所蔵館情

報（pdf）」があり、愛知県美術館のホーム

ページでは PDF データを誰でも無償でダウ

ンロードすることができる。（注 13-1）

　同館学芸員の野田さんは、このアートブッ

クに直接かかわっていないが、学生時代に

愛知県美術館でインターンを経験した。そ

の際に同館の「視覚に障がいのある方を対

象とした鑑賞会」にも参加、その後も関係

がゆるやかに続いており同館の「出張授業

アーティスト・イン・スクール」の名古屋

盲学校訪問にスタッフとして参加するなど、

視覚に障害がある方を対象にした美術鑑賞

に関わる機会がある。

３．障害がある方たちの展覧会と鑑賞の受

け入れ

　館展示室の貸し出しは市民にひらかれて

おり、水彩画の同好会や、写真クラブの発

表の場ともなっている。その中には、障害

福祉事業所が取り組んできた水彩画などの

創作絵画発表も、コロナ禍前はほぼ毎年行

われていた。

　同館は一宮市内在住の 65 歳以上、また身

体障害者手帳・戦傷病者手帳・精神障碍者

保健福祉手帳・療育手帳を持参の方（ミラ

イロ ID 可）及び付き添い１名は無料観覧で

きる。（注 19-2）また、団体鑑賞の方の中に、

車椅子の方や白杖を持つ視覚に障害がある

方を見かけることもある。野田さんによる

と、そのような方たちと直接言葉を交わす

機会はほとんど無かったが、最近、来館し

た視覚に障害がある方から「仲間も連れて

来たいんだけど」との申し出があった。個

人情報などの詳細を尋ねなかったが、「ぜひ

来てください」との思いを伝え、連絡待ち

であるという。

　夏休みには、放課後等デイサービスの子

どもたちが来館することがある。事前に日

時の連絡があり、引率者より「案内はいり

ません」とのこともあり、館としても見守

りをするのみである。来館時に、障害など

の理由で、思わず大きな声を出してしまう

子どももいる。その日に居合わせた一般観

覧者より「静かに見たかった」との苦情が

アンケートに書かれていることもあった。

今日的な博物館の在り方を研修で学び「誰

でもアクセスできる美術館としなければな

らない」との思いがあり、どの方も美術館

一宮市三岸節子記念美術館
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で快く鑑賞してもらえるよう、今後の改善

策を考えている。

　なお、同館は、玄関口の近くで車を止め

て降りられる環境がある。また、駐車場か

らの点字ブロックも敷設している。

４．授乳室設置と赤ちゃん鑑賞会

　同館には子ども向けのパンフレットがあ

る。三岸節子を漫画風に描いたイラストが

前面につかわれており、子どもの美術館で

の過ごし方について、声高に注意するので

はなく、パンフレットを読んで知ってもら

うために用意したとのこと

　また、一階エントランスのコインロッカー

コーナーの奥に、簡易的だが常設の授乳室が

ある。これまで授乳室をつかいたいとの要

望があった場合、そのたびごとに館長室な

どを案内していた。館内で「設置した方が

よい」となり、現時点では、鍵もなく、お

湯も出ず、中途半端な状態ではあるものの、

限られた予算内で仮設的に設置したという。

　月一回のコレクション展ガイドツアーと

は別に、「赤ちゃん＆子どもアート鑑賞会」

に、2021 度より毎年取り組んでいる。そも

そものきっかけは、野田さん自身が他館に

子連れで行った際に、絵に近づきすぎて怒

られ、悲しく感じた経験からである。赤ちゃ

ん連れでも、小さな子ども連れでも来館で

きる美術館であればとの思いが生まれた。

子育て経験があるパート職員からの応援も

あった。講師に NPO 法人赤ちゃんからの

アートフレンドシップ協会代表理事の冨田

めぐみさんを招き、0 歳から小学生のお子

様とその保護者（保護者一人につきお子様

２名まで）を各回５組、10 名程度で、参加

無料（保護者の観覧料のみ必要）である。

一宮市内からの参加が多いが、名古屋から

の参加もある。

　内容は、約 1 時間。最初に別室で保護者

向けの講義がある。床面にシートを敷き子

どもはそこに寝転がってもいい。鑑賞前の

講義内容は、美術作品に関するものではな

く、赤ちゃんや子どもの様子をよく見ましょ

うというものである。その後、展示室に入り、

赤ちゃんや子どもとともに鑑賞する。展示

室内では、個々の様子と発達、作家、作品

についての対話と解説がある。

　一般鑑賞者も展示室にいるため、開催日

時をホームページで告知するとともに、「騒

がしくなることもあります」と張り紙をす

る。終了後に参加者以外から「いい取り組

みをしてますね」との声をかけられたこと

もあった。

　最初は 1 日に２回であったが、希望者も

多いことから、今年度から１日３回実施し

ている。赤ちゃんの体調も考慮し、朝の早

い時刻も含め、午前に２回、午後に１回の

開催である。【図 19-1】

　野田さんは「赤ちゃんが絵を見ている」

という。そして笑ったり、お母さんの顔も

見たりしているという。直接的に美術教育

になっていると言い切れるかどうかまだわ

からないが、１つの美術体験としてあって

もいいだろうと、思うとのことであった。

リサーチ 19

５．北海道とのネットワーク

　同館は北海道立三岸好太郎美術館のパー

トナー館である。三岸好太郎は北海道出身

で、三岸節子の若くして急逝した夫である。

これら二館は、日本で唯一公立美術館に夫

婦の名前がそれぞれについている館でもあ

る。北海道立三岸好太郎美術館は 1967年開

館。三岸好太郎の作品の多くは三岸節子が

収集し同館に寄贈した。

　2023 年秋、一宮市三岸節子記念美術館で

は「アイヌ工芸品展 AINU ART―モレウの

うた」展が開催された。アイヌ文様の伝統

を受け継いだ現代的な表現と、先人たちが

のこした木工芸・染織の優品が展示された

同展は、三岸好太郎美術館のパートナー館

がある北海道とのネットワークにより開催

されたという。同展には、北海道の土産物

として有名な木彫り熊と尾張徳川家の関係

についてのトピック展示もあった。

６．画家制作時の年齢をキャプションに書

くことで

　1905 年生まれの画家・三岸節子は享年

94 歳、1999 年に亡くなった。死の間際ま

で絵の制作に取り組んでいたといわれてい

る。同館の展示の特徴的の一つに、三岸作

品のキャプションに、制作時の画家の年齢

を記していることがある。

　最晩年の《さいたさいたさくらがさいた》

は 130㎝× 160㎝の大作で、93 歳のときに

描いている。ギャラリートークを通して、

野田さんは、鑑賞者の「93 歳で、こんな大

きな絵を！」との驚きや、63 歳でフランス

一宮市三岸節子記念美術館

【図 19-1】「赤ちゃん＆こどもアート鑑賞会」の様子
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に移住したことを知り「これくらいの歳に

なってもいろんなことができるわね」との

ポジティブな反応の声を聞く機会があると

いう。現在のところ高齢者向けのプログラ

ムを特別に設けてはいないが、高齢者をエ

ンパワメントさせる要素が、三岸節子の常

設展示にはある。【図 19-2】

【感想】

地域に根差す小規模館が、広域自治

体の公立美術館と、視覚に障害があ

る方へのプログラムを通してゆるや

かに連携する具体事例を知ることが

できた。また作品鑑賞を通して画家・

三岸節子の人生にエンパワメントさ

れるという、鑑賞の可能性のひろが

りに気づかされた。

(注 19-1) 

『さわるアートブック』の詳細とダウンロード

については、愛知県美術館ホームページ「視覚

に障がいのある方へのプログラム」を参照くだ

さい。

(https://www-art.aac.pref.aichi.jp/education/

disabilities-program.html)

（注 9-2）

ミライロ ID とは、障害のある人に向けたスマ

ホ用アプリ、デジタル障害者手帳のこと。

【調査概要】

実施日：2023 年 11 月 30 日（木）

場所：一宮市三岸節子記念美術館　館長室

【調査対象者】

野田路子（のだみちこ）

一宮市三岸節子記念美術館学芸員。かすがい市

民文化財団、あいちトリエンナーレ 2010 実行

委員会事務局などを経て 2017 年より現職。近

現代美術と教育普及を専門とする。「なかやみ

わ 絵本の世界展」（2018）、「墨は流すもの̶

丸木位里の宇宙̶」（2020）、「安藤正子展 ゆ

くかは」（2023）などを担当。

【参考資料】

2017『三岸節子　所蔵作品集』一宮市三岸節

子記念美術館

愛知県美術館ホームページ　視覚に障がいの

ある方へのプログラム

https://www-art.aac.pref.aichi.jp/education/

disabilities-program.html
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【図 19-2】常設展の展示目録にも、制作時の作家の年齢が書かれている。

一宮市三岸節子記念美術館
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　市街地にある緑豊かな丘の上に、大理石

やタイル、アルミ等でできた広島市現代美

術館がある。学芸員の笹野摩耶さん（以降、

笹野さん）、総務担当の伊藤悦子さん（以降、

伊藤さん）にお話しをうかがった。

１．公立館初の現代美術専門美術館

　広島市現代美術館は、1980 年に広島市文

化懇話会「広島の文化都市像を求めて」提

言の一つとして「文化都市ヒロシマのシン

ボルとして　現代美術館の設置」が提唱さ

れ、1985 年に基本計画が作成され、1989

年 5 月 3 日に、公立館初の現代美術専門美

術館として開館した。黒川紀章が建築を手

掛け、自然石、磨き石、タイル、アルミと

過去から未来への時間の流れを表すように

変化する素材が使われている。

　同館は現在、指定管理者である公益財団

法人広島市文化財団が指定管理期間５年で

運営しており、運営体制は、職員が 18 名、

うち学芸員は９名（館長、副館長含む）で

ある。

　2020 年 12 月から改修工事の為休館し、

2023 年 3 月にリニューアルオープンした。

今年度集計は、まだ出てないが、伊藤さん

によると、休館前と比較して観覧者数の伸

びに確かな手ごたえを感じているという。

広島市
現代美術館

広島市南区 比 治 山 公 園 1-1 

〒 732-0815

082-264-1121

082-264-1198

h t t p s : / / w w w. h i r o s h i m a -

moca.jp/

住所

電話
ファックス
URL
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２．改修工事による展示室内エレベーター

設置

　改修工事により、同館のアクセシビリ

ティで向上したことは、エレベーターが設

置されていなかった展示室にエレベーター

が設置されたことだそうだ。改修前は、展

示室外のエレベーターを使ってもらわざる

を得ず、鑑賞の導線を無視した案内になら

ざるをえなかった。しかし展示室内にエレ

ベーターが設置されたことにより、車椅子

ユーザーをはじめとする階段利用が困難な

方々への展覧会の導線に沿った案内が可能

になった。また多目的トイレやベビーケア

ルーム（授乳室）、キッズスペースも新た

に設置した。

　ソフト面では、作品解説アプリ「ポケッ

ト学芸員」（注 20-1）を、コレクションの

作品解説に導入。多言語対応、聴覚障害者

や視覚障害者への対応ともなる。本人のス

マートフォンで無料使用でき、希望者には

タブレットを貸し出す。【図 20-1】館内は

フリーWi-Fi 環境である。

　これらアクセシビリティの向上が理由だと

の断言はできないが、リニューアルオープン

３万人目は視覚障害のある来館者だった。

３．コレクション展示の高さのセンターを

低く、子どもにも見やすく

　同館のエントランスの窓側に、子どもが

座るサイズの椅子や机が並べられた「多目

的スペース「モカモカ」」がある。「モカ」

とは同館の略称「Hiroshima MOCA」に由

来する。この椅子や机は木製で、子どもに

限らず、誰でも自由に使い、動かすことが

できる。週末にはワークショップにも使わ

れている。入館した人々は最初にこの、子

どもサイズの椅子に表れるような、子ども

歓迎のゆるやかな雰囲気の多目的スペース

「モカモカ」を見ることになる。

　リニューアル後の展示方針として、現在

とは異なる展示室で行っていたコレクショ

ン展をエントランスに近い展示室に変更し

た。調査時に開催されていたコレクション

展は、教育普及も担当する学芸員の笹野さ

んが担当した。これまで、作品のセンター

位置を床面から 150 ～ 155㎝程度とするこ

とが多かったが、リニューアル後のコレク

ション展では、全体的に 140㎝ぐらいとし

た。大人が立っていても、子どもが立って

いても、座っていても、比較的見やすい位

置だという。それに伴いキャプションの位

置も低くした。（注 20-2）

広島市現代美術館

【図 20-1】ポケット学芸員の使用例
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４．アートナビゲーターとともに研修機会

創出

　同館の鑑賞案内は、専門スタッフのアー

トナビゲーターが担当している。同館に常

駐し、会場で作品鑑賞を見守り、展示解説

を求められれば対応する。アートナビゲー

ターによる団体向けの鑑賞プログラムも無

償で提供している。原則、事前予約制で、

学校、高齢者や障害者グループや一般団体

など広く対応している。

　リニューアルオープン時に着任するアー

トナビゲーターを対象にした館主催の２週

間の事前研修会では、その一部に障害があ

る方への鑑賞サポートを学ぶ機会を設けた。

「手話研修」では広島県聴覚障害者センター

から講師を招き、座学と筆談体験をした。

広島市視覚障害者情報センターに来ていた

だいた研修では、ペアの一方が視覚をつか

わず白杖をつかって歩き、もう一方がサポー

トする体験をした。さらに、劇場アクセシ

ビリティの研究者である九州大学准教授の

長津結一郎さんを招き、「美術館がアクセシ

ビリティの向上を、どうしたら、自分たち

でできるか」という、グループディスカッ

ションを取り入れたワークショップも行っ

た。アクセシビリティにかかること以外に、

鑑賞ツアーの組み立て方も学ぶ研修会の内

容は、笹野さんと、同館広報担当者が決めた。

研修の一つ、あいサポート研修に講師依頼

をした車椅子の対応については、アートナ

ビゲーターだけでなく、事務室にいる学芸

員や総務スタッフも学んだ。このようにハー

ド面の改修だけではカバーできないことに

ついて、一緒に考えるきっかけづくりを、

笹野さん達は意識したという。

　実際の現場では、例えば聴覚障害がある

生徒たちが来館した際、アートナビゲーター

は、視覚的にわかりやすい簡単な説明を書

いたパネル、筆談キッドを用意し、案内時

もゆっくり区切りながら話すなど、できる

範囲の対応などが行われているという。

　リニューアルオープンに向けて実施した

研修だったが、実践的であり、モチベーショ

ンにもつながるので、少なくとも一年に一

度は行うよう、笹野さん、伊藤さんらで計

画をはじめている。

５．対話しながら見る、いどばた鑑賞会

　広島市現代美術館の鑑賞サポートは、前

述のアートナビゲーターが常駐しているこ

とが最大の特徴であるが、プログラムとし

ては現在３つが定期的に開催されている。

一点目は「アートナビ・ツアー」、土曜日、

日曜日、祝日の午前と午後に開催、二点目

は「いどばた鑑賞会」これは「アートナビ・

ツアー」の第一日曜日がそれとなり、三つ

目は「ベビーカー　アートナビ・ツアー」

で毎週水曜の午前に開催される。

　ここでは、障害者等による文化芸術活動

に関りが深いと思われる「いどばた鑑賞

会」を詳しく見て行こう。なぜ関りが深い

かというと「展覧会場でおしゃべりをして

もいい」ということが前提になっている鑑

賞プログラムであることは、声を出さずに

鑑賞することが難しいこともある障害があ

る人や子どもなどの美術鑑賞を肯定するか

らである。
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　「いどばた鑑賞会」は、いわゆる対話型

鑑賞の一つで「みんなでしゃべりながら、

作品を見ましょう」という、「作品を見な

がらおしゃべりをする」会であるが、「展

示室って、なかなかはなしづらい」という

先入観を解消するためでもあると、笹野さ

んは述べる。

　美術館で、しゃべってはいけないという

先入観は「小さいお子さん連れの方とか、

ちょっと声が抜けちゃう方とかが、来づら

くなってしまう」ことにつながる。声を出

してもいい、どのような方も来てもいい美

術館であることを「積極的に私たちがしゃ

べってみたら、伝わるかなあ」との思いが、

「いどばた鑑賞会」の開催に込められている

そうだ。笹野さんは「現代美術って難しいっ

て思われがちです。作品背景や文脈を知る

ことも大事ですが、一方で、作品を見て、

自分がどう感じるかも大事です。」と述べ

る。そして、そのような鑑賞は「いろんな

意見が受け入れられる機会ともなる」とい

う。正解があるのではなく「自由な発言が

出来る場所に、美術館はなるべきだ」との

思いがあり、そのことを実現するための「い

どばた鑑賞会」を始めたとのことであった。

　初めは「おしゃべりして鑑賞をするなん

て、どういうことだ」と、苦情が来るので

はないかと思っていたが、現時点での苦情

はない。それどころか、参加者でなくとも、

展示室に居合わせた鑑賞者が「いどばた鑑

賞会」を、見ていたり、聞いてたりする場

合さえあるという。参加者からも、作品や

【図 20-2】対話しながら見る、いどばた鑑賞会の実施風景

広島市現代美術館
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展覧会の「みかた」が変わっていくってこ

とが面白いなど、好意的な意見も多い。

　「いどばた鑑賞会」は、学芸員の笹野さん

が担当することもあるが、基本的にアート

ナビゲーターが担当する。その際の「おしゃ

べり」については、参加者が安全な立場で

発言できることが大事なポイントともなる。

【図 20-2】

６．地区・地域連携

　市内の学校からの美術館見学も少なくな

い。広島市内の小中学校等を対象に、鑑賞

バスで美術館に招待する「美術館利用促進

バス事業」を行っている。

　また、改修のための休館中に館内活動が

出来なかったため、市内各所にサテライト

会場を設け、展覧会やアートプロジェクトを

行ったことで、市内にさまざまな関係が構築

された。広島市現代美術館は小高い山の頂

上にあるため、立地的に館外とのつながり

がつくりにくい。しかし休館中の館外活動は、

つながりをひろげる結果となったという。

　館外での展示活動の一つに、学校での所

蔵作品の展示とレクチャーや鑑賞ワーク

ショップがあり、例えば、アーティスト

の岡本敦生の作品《CRUSIT（地殻）-9》

（1993）、《CRUST-cocoon 97-2》（1997）

などの鑑賞を通して、美術館側と学校側で

は「同じように子ども達に美術を伝えたい」

と思っていても、視点が異なることに気づ

かされた。学校では指導要領に沿って鑑賞

が行われる。一方で、教員の中には、美術

館の所蔵作品を活用した鑑賞の授業や、作

品制作の授業を独自に行う方もいた。

　標高 70 メートルの小高い「比治山」頂上

にあることは館外とつながりにくい側面も

あるが、一方で、「比治山公園」一帯の自然

と文化施設を活かす市の計画の中での美術

館への期待もある。現在、ふもとのバス停

から動く歩道とエスカレーターで登った公

園入口まで点示ブロックが敷設されている。

それが、今後、延長され、美術館とその先

のまんが図書館までつながる予定だ。また、

美術館の向かいにある「ムーアの広場」に

つながる急斜面にはスロープ開設が予定さ

れている。広島市内や瀬戸内海を一望でき

る展望台がある比治山公園は、同館と「広

島市まんが図書館」の文化施設がある賑わ

いの場への期待があり、その中で美術館に

かかるアクセシビリティが整えられていく

機運もあるだろう。

　また、現在、指定管理者である財団は、

市内の音楽ホールなどの文化施設や、公民

館などのコミュニティスペースの運営も手

掛けており、地域連携の可能性はさまざま

にあるといえるようだ。

７．30 年の中での障害者等の文化芸術活動

にかかわること

　現代美術を専門とする公立館として、障

害者等の文化芸術を中心に据えた展覧会企

画を行ってはいないが、開館以来三十数年

にわたり多数の展覧会を開催する中で、そ

れらに通じる企画展示もあったようだ。

　例えば、「解剖と変容：プルニー &ゼマー

ン・コヴァー　チェコ、アール・ブリュット
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【感想】

調査者の訪問時、若林奮による大き

な鉄の彫刻《DOME》を囲むように

小学生たち数十名が床に座りアート

ナビゲーターの話を聞いていた。欧

米の美術館では時折、見かける情景

だが、日本の美術館では、大勢の子

どもが座り込んで鑑賞している風景

をほとんど見かけない。日本の他の

美術館空間には余裕がないからかも

しれないと気づかされた。

の巨匠」（2012 年 5 月 26 日（土）― 7 月 16

日（月））では、パリの abcd コレクション

から、チェコのアウトサイダー・アート／

アール・ブリュットを代表する作家二人の作

品を紹介した。「見るための冒険̶ミュージ

アム・アドベンチャーの活動から̶」（2004

年 10月 23日 (土 ) ̶ 2005年 1月 23日 (日 )）

では、展覧会会場で、様々な見方を体験し、

それぞれに感じたり、考えたりすることが

できるようなしかけとともに作品を展示し、

また、アーティスト栗林隆による新作イン

スタレーションも展示した。視覚障害者を

対象とした内容ではないが、触れる作品な

ど、視覚による鑑賞のみに頼らない展覧会

であったという。また「シェルター×サバ

イバル　̶ファンタスティックに生き抜く

ための「もうひとつの家」̶」（2008 年 2

月 16 日 ( 土 ) ̶ 4 月 13 日 (日 )では、ホー

ムレスでアーティストのいちむらみさこと

小川てつオが参加しており、経済的に困難

な状況にある人々につながる表現もあつ

かっている。さらに「被爆 70 周年　ヒロシ

マを見つめる三部作　第 1 部ライフ＝ワー

ク」（2015 年 7 月 18 日 ( 土 ) ̶ 9 月 27 日

( 日 )）では、専門的な美術教育を受けてい

ない表現者の絵といえる、広島の被爆者た

ちがその体験をもとに描いた「原爆の絵」（広

島平和記念資料館蔵）も展示している。

　なお、第二次大戦中に人類初めての核攻

撃を受け、現在「国際平和文化都市」を掲

げる広島市の独自の施策として、市内の他

の公立施設と同じく、広島市現代美術館は、

原爆障害者章を提示した場合は、身体障害

者手帳を持つ方と同じくコレクション展の

観覧が無料となる。

広島市現代美術館
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（注 20-1）

「ポケット学芸員」は、学芸員による解説文や

ナレーションを鑑賞者自身のスマートフォン

で楽しめる無料アプリ。ポケット学芸員のホー

ムページによると公立私立問わず日本の美術

館・博物館等で 172 館で導入されているとあ

る。（https://welcome.mapps.ne.jp/pocket/、

2024年 2月 4日閲覧）一度アプリをダウンロー

ドすれば導入しているどの館でも使うことが

できる。

（注 20-2）

調査者が訪問した時、子どもたちが絵画作品を

覗き込むように鑑賞していた。子どもは通常は

見上げるような鑑賞姿勢していることが多い

が、ここでは違っていたので印象に残った。
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【調査概要】

実施日：2023 年 12 月 1 日（金）

場所：広島市現代美術館

　　　多目的スペース「モカモカ」

【調査対象者】

笹野摩耶（ささのまや）

広島市現代美術館学芸員。2017 年より現職。

教育普及と展覧会を担当する。担当した展覧会

に「丸木位里・俊 －《原爆の図》をよむ」（2018

年）、「夏のオープンラボ：タイルとホコラとツー

リズム　season6《もうひとつの広島（フィール

ド・オブ・ドリームス）」（2019年）、「コレクショ

ン 2023Ⅱコレクション・ハイライト +コレク

ション・リレーションズ　［ゲスト・アーティス

ト：小森はるか +瀬尾夏美］」（2023-24年）など。

伊藤悦子（いとうえつこ）

広島市現代美術館総務担当。（公財）広島市文

化財団の職員として、広島市の文化施設等で

施設管理や文化事業を担当し 2023 年 4 月よ

り現職。美術館では管理運営や利用者サービ

ス等を担当。

【参考資料】

ウェブ版美術手帖 NEWS 2023 年 3 月 19 日

「広島市現代美術館が開館以来初の大規模リ

ニューアル。変わったものと、それでも変わら

ないもの」

https : / /b i jut sutecho.com/magaz ine/news/

report/26929

ポケット学芸員 NEWS No.88 ,2023 年 4 月

21 日「ミュージアム展示ガイドアプリ「ポケッ

ト学芸員」が広島市現代美術館に導入されまし

た」

https://www.waseda.co.jp/news-release/88

広島市現代美術館
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中川眞（なかがわしん）

音楽学者。大阪公立大学都市科学・防災研究センター特任教授。ガムラン合奏団《マルガサリ》

創設者。著書に『平安京　音の宇宙』（1992 年）、『サウンドアートのトポス』（2007 年）、『アー

トの力』（2013 年）など、編著に『これからのアートマネジメント』（2011 年）、『受容と回

復のアート』（2021 年）、『Voices from A』（2022 年）など。京都府文化賞、サントリー学芸賞、

京都音楽賞、小泉文夫音楽賞、日本都市計画家協会賞特別賞、京都市芸術振興賞などを受賞。

中西美穂（なかにしみほ）

関西を拠点に文化芸術のフィールドワークを行う。またアートＮＰＯや文化政策の実務経験を

活かし、非営利団体等への運営アドバイスも行っている。京都精華大学美術学部卒業、大阪大

学大学院文学研究科文化形態論博士後期課程修了、博士（文学）。大阪人間科学大学非常勤講

師、元大阪アーツカウンシル統括責任者。美術館に関わる論文に「参加型 < 裁縫 > アートの

一事例 : 「アジアをつなぐ」展参加作品《HOUSE OF COMFORT》のワークショップを中心

に」2017, 国際日本学研究会『文化 / 批評』。

令和５年度 障害者等による文化芸術活動推進事業

公立美術館における障害者等による

文化芸術活動を促進させるための

コア人材形成を軸とした

基盤づくり事業リサーチチーム

プロフィール
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